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－今月の表紙－

今月の表紙は、 旧見付学

校で授業を受ける子どもた

ちです。 明治時代を彷
ほう

彿
ふつ

とさせるかすりの着物や石

板、 石筆に触れ、 子ども

たちは当時にタイムスリッ

プしているような感覚で授

業を楽しみました。

目　次

CONTENTS

４ 静岡いわたPR大使就任　特別インタビュー

深川 麻衣

８ 市からのお知らせ

19 情報BOX ／市民伝言板

25 相談窓口＆救急医療情報

32 イワタフォトニュース

28 健幸plus＋/楽習plus+

31 いわたで遊ぼう＆きょうも♪たのしっぺい

26 みんなで子育て／いっしょに読もっ

29 スポトピ／市長コラム

34 イワタノゴハン

鶏肉のマスタード焼き

34 編集後記／広報クイズ

６ トピック

国民健康保険の現状と今後

30 ジュビロ×レヴズ

３ きらりいわた人

村
むら

上
かみ

 勇
いさ

夫
お

 さん

広報紙をもっと楽しむ

各情報にある 「ページ番号」 を市ホームページ

の 「ページ番号検索」 に入力して検索すると、

簡単に目的のページを探すことができます。

ホームページ連携

ページ番号 1000038

市税の納期限

（−５２人）

(−３４人）

(−１８人）

※住民基本台帳調べ （外国人市民含む）

※ （　） 内は前月比

人口 166,939人

男　　84, ４７３人

女　　82,466人

世帯 70,938世帯 （+53世帯）

人の動き（８月末現在）

【市役所本庁舎】

毎週木曜日 午後5時15分〜7時

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は取

り扱いできません。 市税課では一部の証

明書発行業務を取り扱っています

問市民課☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

市税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市税課の時間外窓口

広報いわたを漫才で紹介

広報いわたをスマートフォンな

どで読めるアプリ「広報プラス」

をぜひご利用ください。

広報いわたの内容を磐田市出身

のお笑いコンビ「ヴィレッジ」が

漫才で楽しく紹介します。

毎月の発行日に合わせて市公式

　　　　  YouTubeチャンネル

　　　　「磐田ＴＶ」で公開しています。

　　　　ぜひご覧ください。

▲磐田TV

広報プラス ページ番号 1011301

▲広報プラス

納付は、 口座振替やスマートフォン決済が便利

です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 36-6310

国民健康保険税 （第５期）

【１１月 30 日㈭】
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  現在は 「子ども見守りボ

ランティア活動団体」 の一員

として、 子どもたちの安全

な登下校の見守りをしてい

ます。 見守り活動の際に通

学路のゴミ拾いをするなど、

地域のために、 今なお活動

しています。  

▲磐田市自治会連合会総会にて

自
治
会
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

 

会
社
員
時
代
は
20
年
以
上
単
身
赴
任
で
、

ず
っ
と
関
東
圏
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

定
年
退
職
を
機
に
磐
田
市
に
戻
り
、
地
域
の

た
め
に
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、
か
ね

て
よ
り
関
心
の
あ
っ
た
防
犯
と
防
災
の
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。
2
年
ほ
ど
講
習
を
受
け
、

学
ん
で
き
た
こ
と
を
地
域
活
動
に
生
か
し
た

い
と
思
い
、
森
下
自
治
会

（
旧
豊
田
町
）
の

副
自
治
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

 

井
通
地
区
長
に
な
っ
た
平
成
17
年
に
磐
田

市
が
市
町
村
合
併
し
、
旧
町
村
に
地
区
自
治

会
と
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
元
々
、
旧
町
村
に
は

地
区
自
治
会
と
い
う
概
念
は
な
く
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
も
な
か
っ
た
の
で
、
全
て
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
全
く
分
か
ら
ず
大

変
で
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
方
や
市
職
員

の
方
の
協
力
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
も
活
発
に
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活
動

 

平
成
18
年
に
井
通
地
区
で

「
子
ど
も
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
も
約
50
名
の
地
域
の
方
が
参
加

し
て
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見
守

り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
市
内
の
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
方
の
理
解
や
協
力
が
な
く

て
は
で
き
な
い
活
動
で
す
。
自
治
会
連
合
会

長
の
時
に
は
、
自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減

や
活
動
の
整
理
を
し
て
、
各
地
域
が
柔
軟
に

地
域
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
務
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
は
、
地
域
ご

と
の
考
え
で
、
自
由
に
活
動
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
く
続
け
ら
れ
た
理
由

 

防
犯
や
防
災
の
活
動
に
関
心
が
あ
っ
た
こ

と
も
そ
う
で
す
が
、
長
く
磐
田
を
離
れ
て
い

た
分
、
地
域
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
、
地
域
の
活
動
は
何
で
も
や
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
本
当

に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
そ
う
だ

と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
辞
め
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

現
在
の
活
動

 

毎
日
、
子
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
団
体
で
登
下
校
の
見
守
り
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
も
元
気
に
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
て
、
私
も
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
下
校

す
る
姿
を
見
守
る
こ
と
が
、
私
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

1940年生まれ。2003年、森下自治会の

副自治会長を務め、翌年に森下自治会長、

2005年井通地区長、2012年に豊田支部

長、2017年に自治会連合会長に就任。

自治会連合会長を6年務め、2023年に退

任。20年にわたり、安心安全なまちづくり

に尽力された。長年の自治会活動を評され、

2023年１０月に全国自治会連合会表彰を

受賞。

さん村
む ら

上
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ま
ず
は
、
静
岡
い
わ
た
P
R
大

使
を
お
受
け
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
改
め
て
お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。 

　

家
族
や
地
元
の
友
だ
ち
も
す
ご
く
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
し
、
磐
田
市
の
P
R
大
使

が
で
き
る
な
ん
て
、
磐
田
に
住
ん
で
い

た
こ
ろ
の
私
が
聞
い
た
ら
き
っ
と
「
え

〜
！
」
っ
て
驚
く
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
、
P
R
大
使
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
け
て
光
栄
で
す
し
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
お
仕
事
な
ど
、
日
々
の
活
動
を

通
し
て
、
市
外
・
県
外
の
方
に
磐
田
市
を

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

就
任
か
ら
約
3
カ
月
経
過
し
ま

し
た
が
、
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　　

就
任
に
あ
た
っ
て
、
私
の
名
前
が
入
っ

た
名
刺
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
人
で

は
あ
る
ん
で
す
が
、
今
ま
で
名
刺
を
渡
す

と
い
う
体
験
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
お
仕
事
で
出
会
っ
た
方
に
名
刺
を
渡

し
て
み
る
と
、
少
し
背
筋
が
伸
び
る
感
覚

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
、
身
近
だ
っ
た

け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
磐
田
市
の
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
地

元
の
お
店
や
そ
こ
で
働
い
て
い
る
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

磐
田
市
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
み
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

就
任
式
で
は
、
磐
田
市
の
思
い

出
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
P
R
大
使
と

し
て
磐
田
市
の
お
す
す
め
の
食
べ
物
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
？

　

プ
リ
ン
や
生
ク
リ
ー
ム
入
り
大
福
な
ど

の
甘
い
も
の
か
ら
、「
生
シ
ラ
ス
」、「
カ

ツ
オ
の
み
そ
た
た
き
」
な
ど
の
海
の
幸
や

山
の
幸
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

特
に
「
生
シ
ラ
ス
」
は
東
京
で
は
め
っ
た

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
磐
田

に
帰
っ
た
と
き
に
食
べ
ら
れ
た
ら
と
て
も

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

P
R
大
使
と
し
て
、
さ
っ
そ
く

磐
田
市
の
P
R
動
画
に
出
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ヤ
マ
ハ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の

ピ
ッ
チ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
は
初
め
て

静
岡
い
わ
た
P
R
大
使
就
任

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

深
川  

麻
衣
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と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
、
今
回
初
め
て
ヤ
マ
ハ
ス

タ
ジ
ア
ム
を
訪
れ
て
ピ
ッ
チ
の
上
ま
で
入

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
芝
生
が

青
々
と
し
て
い
て
、
ピ
ッ
チ
か
ら
の
景
色

は
圧
巻
で
し
た
。
選
手
の
方
以
外
は
な
か

な
か
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
な
い
神
聖
な
場

所
な
の
で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

先
日
ま
で
は
、
読
売
テ
レ
ビ
で

主
演
ド
ラ
マ
が
放
送
、
さ
ら
に
11
月
３
日

㈷
か
ら
主
演
映
画
『
人
生
に
詰
ん
だ
元
ア

イ
ド
ル
は
、
赤
の
他
人
の
お
っ
さ
ん
と
住

む
選
択
を
し
た
』
の
公
開
が
控
え
て
い
ま

す
ね
。
ど
の
よ
う
な
映
画
で
す
か
？

　

こ
の
映
画
は
、
仕
事
ナ
シ
、
男
ナ
シ
、

残
高
10
万
円
の
崖
っ
ぷ
ち
元
ア
イ
ド
ル
の

主
人
公
が
、
友
人
の
勧
め
で
都
内
の
一
軒

家
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
56
歳
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
「
サ
サ
ポ
ン
(
井い

浦う
ら

新あ
ら
た)」

と

同
居
す
る
こ
と
に
な
る
、
ま
さ
か
の
実
話

の
映
画
で
す
。

　

生
活
し
て
い
る
と
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
心
が
疲
れ
て
し
ま
っ
た
な

と
い
う
時
は
誰
も
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
こ
の
映
画
が
誰
か
の
心
を

少
し
で
も
軽
く
で
き
た
ら
い
い
な
と
願
っ

て
い
ま
す
。

深
川
さ
ん
が
演
じ
る
主
人
公
は
、

「
サ
サ
ポ
ン
」
と
出
会
い
、
徐
々
に
心
が

変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
深
川
さ
ん
に

と
っ
て
、
心
が
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　

私
に
と
っ
て
「
食
事
」
が
と
て
も
大
き

磐田市制作PR動画
『いいわたし』が見つかる街　磐田市

く
て
、
１
日
の
中
で
ご
飯
を
食
べ
る
時
間

が
す
ご
く
幸
せ
な
時
間
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
た
ら
、
悩
ん

で
い
た
こ
と
も
薄
れ
る
気
が
し
て
、
友
だ

ち
と
ご
飯
に
い
く
時
間
は
と
て
も
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
自
然
が
豊
か
な

磐
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
疲
れ
た

な
と
感
じ
た
時
は
、
自
然
が
多
い
場
所
に

出
掛
け
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
ね
。

最
後
に
磐
田
市
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
が
活
動
し
て
い
る
場
所
は
磐
田
市
か

MOVIE

ら
少
し
離
れ
て
い
ま
す
が
、
お
仕
事
な
ど

の
日
々
の
活
動
を
頑
張
る
こ
と
で
、
磐
田

市
の
P
R
に
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、
磐
田
市
の
素
敵
な
と

こ
ろ
を
い
っ
ぱ
い
再
発
見
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
磐
田
市
に
た
く
さ
ん
帰
っ
て
磐
田

の
今
を
感
じ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人生に詰んだ元アイドルは、
赤の他人のおっさんと住む選択をした

ふ
か
が
わ
・
ま
い　

1
9
9
1
年
生
ま
れ
、
磐
田
市
出
身

2
0
1
1
年
か
ら
乃
木
坂
46
の
1
期
生
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、

2
0
1
6
年
に
グ
ル
ー
プ
を
卒
業
。
主
な
出
演
作
は
、
映
画

『愛
が

な
ん
だ
』
（
19
）、
ド
ラ
マ

『青
天
を
衝
け
』
（
N
H
K
/
21
）、
『特
捜

9 

』(

E
X
/
22
〜)

、
『彼
女
た
ち
の
犯
罪
』
（y
t
v
/
23
）。
７

月
11
日
に
静
岡
い
わ
た
P
R
大
使
に
就
任
。

仕事ナシ、 彼氏ナシ、 元アイドルのアラサー女子 ・

安希子。 ひょんなことから赤の他人のおっさんと

暮らすことになり、 仕事もメンタルも恋もうまく

いかず、 やさぐれ感満載の安希子が日々を取り

戻していく。

11 月 3日㈷ 全国ロードショー

出演 ：深川麻衣、 井浦新

原作 ：大木亜希子 『人生に詰んだ元アイドルは、 赤の

他人のおっさんと住む選択をした』 ( 祥伝社刊 )

配給 ：日活、 KDDI
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国保加入者の現状

ページ番号 1001358

 問国保年金課  （本庁舎 1 階）

☎ 0538-37-4863　℻ 0538-37-4723

国民健康保険の現状と今後
　国民健康保険は、他の医療保険（社会保険、後期高齢者医療）に加入していない全

ての方を対象とした医療保険制度で、病気やケガで病院に受診したときにかかる医療

費の一部を健康保険などが負担してくれる制度です。磐田市の国保会計は、支出に対

して国保税収入が不足しており、令和 5 年度当初予算では約 7 億円の歳入不足となっ

ています。市の国民健康保険の現状と令和 6 年度の国保税率改定の検討状況について

お知らせします。

磐田市の保険者別加入者の割合

　　　　　(R ５. ３.31現在）

　磐田市では市民の約 2 割の方が国民

健康保険に加入しています。国民健康

保険の加入者数は減少傾向にあり、平

成 29 年から約 6,000 人減少していま

す。年代別では、国保加入者の約 6 割

の方が 60 歳以上となっており、加入

者の高齢化が進んでいます。

その他保険

65.4％

国民健康保険

19.4％

後期高齢者医療　

　　　15.2％

60 代

28.8％

70 代

32.1％

10 歳未満〜 30 代

19.7％

40 代

9.1％

50 代

10.3％

磐田市の国保加入者の年代割合

　　　　　(R ５. ３.31現在）

国保加入者の高齢化などの影響により、一人

あたりの医療費が増加し、市が医療機関などに支

払う一人あたりの保険給付費も年々増加していま

す。また、医療の高度化や高額医薬品の影響など

により、医療費はさらに高額化しています。市が

支払う一人あたりの保険給付費は、過去5年間で

約4.2万円の増加。平成24年からの過去10年で

は約11.3万円の増加となっています。

国保医療費の現状
一人あたりの市の保険給付費の推移

30 30.8 32.1 31.6
32.9

過去5年間で約4.2万円の増加

国保税収入の現状

　国保税収入の総額は、被保険者の減少により

年々減少傾向にあります。一人あたりの国保税収

入は、保険税率を据え置いてきたため、ほぼ横ば

いの状況が続いていました。その結果、支出に対

して国保税収入が不足する厳しい財政状況が続い

ています。そのため、令和4年度から段階的な税

率改定を開始し、将来的な歳入不足の解消に向け

て、財政検証や税率改定方法の検討を継続して進

めています。

過去10年間で約11.3万円の増加

国保税の調定額の推移

調定額合計
一人あたり
調定額 ( 磐田市）

87,802円
88,543円

90,347円 90,427円 89,263円

34.9億 33.6億 32.9億 32.3億 31.2億

100,000円

80,000円

60,000円

40,000円

20,000円

30.8億

91,739円

（年度）

34.2

（年度）

（億円）

（万円）

0

トピック

101,657円 101,909円 103,019円 103,737円 103,726円 102,102円

一人あたり
調定額 ( 県平均）

0円

※国保税調定額…算定した国保税の決定額
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ト
ピ
ッ
ク　

国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
今
後

医療費抑制のための取り組み

□　ジェネリック医薬品の推奨

　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許期間などが過ぎた後に他メーカーから同じ

有効成分でつくられる薬で、開発期間が短縮されるため、コストが抑えられています。

市では、ジェネリック医薬品を使用した場合の医療費の差額通知書を送付し、使用

を推奨しています。市の国保加入者の利用率は約 8 割強となっています。

□　特定健診と保健指導

　生活習慣病の早期発見、早期治療や生活習慣の改善を促すため、特定健診（健康診断）と保健師・栄

養士による保健指導を行っています。令和 3 年度の市の特定健診受診率は 40.6％、保健指導実施率は

77.1％で静岡県内第3位となっています。健診受診者は、未受診者と比べて、医療費の抑制ができています。

令和6年度の国保税率改定を検討

　現在、市では令和6年度以降の税率改定に向けた検討を、「磐田市の国民健康保険事業の運営に関する協議会」

などの意見を伺いながら進めています。検討を進める中で見えてきた課題は、加入者の高齢化や医療の高度化、

高額化により、医療費や介護納付金などに充てるため静岡県に支払う一人あたりの事業費納付金が年々増加し

ており、今後も増加することが予想されることです。その増え続ける一人あたりの事業費納付金の推移を見据

えながら、歳入不足削減の目標金額や目標期限を設定し、被保険者の負担感に配慮した段階的な税率改定の方

法を検討しています。

　市民の皆さんが、今後もより安心して暮らしていただけるよう、国保事業の安定した運営を継続するため、

ご理解とご協力をお願いします。

介護保険料について

　介護保険制度は、介護を社会全体で支えることで安心して暮らしていけることを目的に、平成 12 年に始ま

りました。介護が必要となった方が、介護保険加入者の支払う保険料に支えられサービスの提供を受ける仕組

みです。介護保険料は、40 歳から 64 歳の方は加入している健康保険（国民健康保険、社会保険など）の保険税、

保険料と一緒に納付しています。65 歳以上の方は、保険料を特別徴収（年金からの天引き）または普通徴収（口

座振替、納付書）により納付しています。

5,000

6,000

7,000

R5R4R3R2R1

（円）

（年度）

一人あたりの保険料月額の比較

磐田市

静岡県

全　国

　介護保険は、40 歳以上の方が納付する介護保険

料と国や県、市が負担する公費を財源として運営し

ています。65 歳以上の方が負担する保険料は 3 年

ごとに見直しをしていますが、平成 27 年度以降は

現在と同額であり、低い水準を維持しています。こ

れは、本市の高齢者は元気な方が多く、他自治体よ

りも介護サービスを必要とする方が比較的少ないこ

とを意味します。

　今後、高齢者の増加に伴い、介護を必要とする方

やサービス費用も増加することが予想されます。現

在検討中の令和 6 年度以降の保険料に影響するこ

とが考えられ、介護予防の重要性が高まっています。

ページ番号 1001923

5,869円

5,406円

5,100円

6,014円

5,681円

5,100円 5,100円

5,681円

6,014円

介護保険事業の財源

 問高齢者支援課  （i プラザ 3 階）

☎ 0538-37-4869　℻ 0538-37-6495

（円）

（年度）
0
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二
十
歳
の
節
目
を
お
祝
い

一
堂
に
会
し
て

二
十
歳
の
集
い(

成
人
式)

を
開
催

 

現
在
、
式
典
や
会
場
内
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
企
画
の
検
討
や
準
備
を
20
歳
の
代
表
者
が

集
ま
っ
た
実
行
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
決
ま
っ
た
企
画
や
話
し
合
い
の
内

容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

0538-37-4870

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

自治デザイン課

（本庁舎 2 階）

ページ番号

1012715

 

令
和
6
年
は
地
域
別
で
も
学
校
別
で
も
な

く
、
二
十
歳
の
方
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き令

和
６
年
１
月
７
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
(予
定
)

※
当
日
は
9
時
に
ホ
ー
ル
を
開
場
し
ま
す

※
式
典
形
式
で
一
部
制
で
す

と
こ
ろ

磐
田
市
民
文
化
会
館

「
か
た
り
あ
」
ホ
ー
ル

対
象平

成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

内
容式

典
に
関
す
る
詳
細
情
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
随
時
公
開
し
ま
す

保
護
者
な
ど
の
観
覧

 
 

「
か
た
り
あ
」
内
に
は
、
ご
家
族
な
ど
の
観

覧
席
は
あ
り
ま
せ
ん
。
送
迎
の
た
め
待
機

さ
れ
る
場
合
は
、
隣
接
す
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊

田
ゆ
や
ホ
ー
ル
で
待
機
を
お
願
い
し
ま
す

 

令
和
５
年
10
月
末
時
点
で
磐
田
市
に
住
民

票
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
て
、
11
月
に
案
内

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

 

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
磐
田
市
の
式
典

へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
よ
り
送
付
先
の

住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

案
内
ハ
ガ
キ
が
な
く
て
も
式
典
に
は
出
席

で
き
ま
す

※ 

式
典
当
日
は
、
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
会
場
内
駐
車
場
の
他
に
臨
時
駐
車
場

も
設
置
し
ま
す
が
、
送
迎
や
ご
友
人
と
の

乗
り
合
わ
せ
で
の
来
場
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

▲ 昨年の様子 ▲ ホームページ

実
行
委
員
の

「
二
十
歳
の
集
い
」
へ
の
思
い

  

卒
業
以
来
、
あ
ま
り
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
旧
友
と
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の

こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
話
し
た
い
で
す
。

 

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
を
全
う
し
て
い
る
と
い
う
報
告
と
、
困
難
を

乗
り
越
え
て
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
式
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

 

(城
山
中
学
校
出
身　

島
沢　

航
さ
ん
)

 

「
二
十
歳
の
集
い
」
は
、
5
年
ぶ
り
に
卒
業

後
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
中
学
校
の
学
友
と
再
会

で
き
る
機
会
で
す
。
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
内

外
か
ら
こ
の
式
に
参
加
す
る
人
た
ち
に
、
参
加

す
る
価
値
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
式
に

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
企
画
し
て
、
思
い
出
に
残
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

（豊
岡
中
学
校
出
身　

亀
川　

颯
汰
さ
ん
）

 

約
3
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

二
十
歳
を
迎
え
る
み
ん
な
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
友
人
と
再
会
し
て
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
た
り
、
家
族
に
今
ま
で
の
感
謝
を
伝

え
た
り
し
て
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
集
い
を
一
生
の
思
い
出

と
な
る
良
い
式
典
に
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。 

       

(神
明
中
学
校
出
身　

上
川　

誉
斗
さ
ん
)
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多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

外
国
人
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
選
任
し
ま
し
た

ダイバーシティ推進室

（本庁舎 2 階）

0538-37-2118

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ▲外国人アンバサダーの皆さん

 

磐
田
市
で
外
国
人
の
増
加
お
よ
び
多
国
籍

化
が
進
む
中
、
市
か
ら
の
情
報
発
信
だ
け
で

は
情
報
の
周
知
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
の
情
報
を
拡
散
す
る
と
と
も
に

外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
情
報
収
集
を
行
う

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
選
任
し
、
外
国
人
市
民
に
対

し
て
よ
り
広
く
情
報
を
届
け
、
ま
た
声
を
拾

う
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

外
国
人
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
役
割

 

①
市
が
発
信
す
る
情
報
を
広
く
拡
散
す
る

 

②
生
活
実
態
や
意
見
を
収
集
す
る

 

③ 

多
文
化
共
生
社
会
推
進
の
た
め
、
意
見

交
換
を
す
る

外
国
人
市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

 

市
の
発
信
す
る
情
報
は
、
外
国
人
市
民
に
届

か
な
い
、
分
か
り
に
く
い
、
興
味
を
持
て
な
い

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

が
よ
り
多
く
の
人
に
、
分
か
り
や
す
く
、
届
け

て
く
れ
ま
す
。
知
ら
な
い
・
分
か
ら
な
い
こ
と

で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
紹
介

写
真
右
か
ら

宇
野　

冬
美
さ
ん
(中
国
)

大
庭　

ズ
ェ
ル
マ　

ル
ナ
リ
ア
さ
ん
(フ
ィ
リ
ピ
ン
)

江え

連づ
れ　

レ
オ
ナ
ル
ド　

ヒ
サ
ト
シ
さ
ん
(ブ
ラ
ジ
ル
)

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ　

ダ　

シ
ウ
バ
さ
ん
(ブ
ラ
ジ
ル
)

中
央
モ
ニ
タ
ー

ド
テ
ィ　

ミ
ン　

フ
ォ
ン
さ
ん
(ベ
ト
ナ
ム
)

ダイバーシティ推進室

（本庁舎 2 階）

0538-37-2118

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

 

今
後
は
、
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

し
、
自
治
会
や
企
業
に
向
け
て
も
出
張
研
修

を
行
い
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

※ 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
希
望
の
方
は
自
治
デ
ザ

イ
ン
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
は
、
外
国
人
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
が
あ

る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
配
慮
し
た
言

葉
で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
、

簡
単
な
日
本
語
で
す
。

 

市
で
は
、
外
国
人
に
日
本
語
を
学
ん
で
も

ら
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
も
分
か
り
や
す
い

日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
で
、
相
互
に
歩
み
寄
れ

る
こ
と
を
目
指
し

「
磐
田
市
版
や
さ
し
い
日

本
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

主
な
内
容

 

・ 

や
さ
し
い
日
本
語
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面

で
活
用
で
き
る
か

 

・ 

や
さ
し
い
日
本
語
の
作
り
方
。
3
ス
テ
ッ

プ
に
分
け
て
解
説

 
・ 
地
域
、
企
業
、
災
害
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
別
の
言
い
換
え
事
例
紹
介

※ 

4
コ
マ
漫
画
形
式
で
説
明
す
る
な
ど
、
興

味
関
心
を
持
ち
や
す
く
、
読
み
や
す
い
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す

ページ番号

1012533

や
さ
し
い
日
本
語
を

　
　
　
　
　
　
　

活
用
し
ま
し
ょ
う

や
さ
し
い
日
本
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た

▲ ガイドブックから一部抜粋

▲ ガイドブックは
   こちら
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い
わ
た
de
音
楽
フ
ェ
ス
タ
＆

磐
田
ダ
ン
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

音
楽
と
ダ
ン
ス
で
磐
田
を
盛
り
上
げ
よ
う

文化振興課

（かたりあ内）

0538-37-8551

0538-37-5056

☎

ＦＡＸ

11
月
4
日
㈯

ジ
ャ
ン
ル
フ
リ
ー

（か
た
り
あ
）　

13
組

和
楽
器
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
今
年

は
ゲ
ス
ト
と
し
て
横
須
賀
高
校
の
郷
土
芸
能
部

と
豊
岡
中
学
校
の
豊
岡
太
鼓
が
登
場
し
ま
す

ロ
ッ
ク

（ゆ
や
ホ
ー
ル
）　

17
組

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
楽
器

に
よ
る
迫
力
の
あ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
楽
し
め
ま
す

11
月
５
日
㈰

吹
奏
楽

（か
た
り
あ
）
21
組

 

磐
田
吹
奏
楽
連
盟
加
入
の
中
学
・
高
校
吹
奏
楽

部
と
一
般
バ
ン
ド
が
、
市
内
の
子
ど
も
３
バ
ン

ド
と
共
に
出
演
し
ま
す

フ
ォ
ー
ク
＆
ポ
ッ
プ
ス

（ゆ
や
ホ
ー
ル
）　

17
組

地
元
で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

ち
が
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
を
奏
で
ま
す

と

き

　

11
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

と
こ
ろ

　

磐
田
市
民
文
化
会
館

「か
た
り
あ
」

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田　

ゆ
や
ホ
ー
ル

料

金

　

入
場
無
料

（整
理
券
不
要
）

※ 

開
催
時
間
は
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

か
た
り
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▲フォーク & ポップス

▲アナウンサー神谷宥
ゆ

希
き

枝
え

さんと

   K-MIX やテレビ番組でおなじみ

   高橋正純さんが MCとして登場

磐田ダンスエボリューション　2023

と き　　11月26日㈰　１stステージ　午前10時30分開演　（午前10時開場）

   ２ndステージ　午後　2時30分開演　（午後　２時開場）

ところ　　磐田市民文化会館 「かたりあ」

料 金　　1,000円(全席指定 ・税込)　（10月21日㈯から一般販売開始）

※ チケットはステージごとに必要です。 購入方法など詳細は、 かたりあホームページをご覧ください

▲吹奏楽 ▲ロック ▲ジャンルフリー

　市内の小学生ワークショップクラス、 静岡県西部の高校ダンス部、 一般ダンスチームなど、 さまざまなダン

スチームがパフォーマンスを披露します。

い
わ
た
de
音
楽
フ
ェ
ス
タ　

2
0
2
3

▲ホーム
   ページ
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ページ番号

1007658

も
っ
た
い
な
い

減
ら
そ
う
！
食
品
ロ
ス

ごみ対策課
（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

ＦＡＸ

食
品
ロ
ス
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
食
品
の
こ
と

で
、
日
本
で
は
年
間
数
百
万
ト
ン
も
の
食
品

が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
国
民
１
人
あ
た
り
、

毎
日
お
に
ぎ
り
1
個
分
）

　

令
和
2
年
度

「
磐
田
市
可
燃
ご
み
内
容
物

調
査
」
に
よ
る
と
、
市
内
の
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
食
品
ロ
ス
の
量
は
年
間
約
1
6
8
0
㌧

で
、
食
べ
残
し
や
未
開
封
・
未
使
用
の
ま
ま
捨

て
ら
れ
て
い
る
食
品
が
生
ご
み
の
う
ち
約
2
割

を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

磐
田
市
で
は
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
す
た
め
、
市
内
の
市
民
団
体
や
事

業
所

（
20
社
47
店
舗　

令
和
５
年
9
月
1
日
時
点
）
と

「
食
品
ロ
ス
及
び
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
向
け
た
取
組
み
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
食
品

ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、食
べ
物
を
「買

い
す
ぎ
ず
」
「使
い
切
る
」
「食
べ
切
る
」
な
ど
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

10
月
30
日
は

『食
品
ロ
ス
削
減
の
日
』
で
す

家
庭
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

（調
理
編
）

 

調
理
の
際
に
野
菜
の
皮
を
む
き
す
ぎ
な
い
な

ど
、
ど
こ
ま
で
食
べ
ら
れ
る
か
正
し
く
知
る
こ

と
で
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

①
大
根
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
の
皮

 

野
菜
の
栄
養
は
皮
の
近
く
に
集
ま
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
皮

付
き
の
ま
ま
調
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
ピ
ー
マ
ン
の
種
、
カ
ボ
チ
ャ
の
種

 

ピ
ー
マ
ン
の
種
は
、
そ
の
ま
ま
肉
詰
め
ピ
ー

マ
ン
に
入
れ
た
り
、
種
を
取
ら
ず
に
炒
め
て
も

大
丈
夫
で
す
。
カ
ボ
チ
ャ
の
種
は
栄
養
満
点
な

の
で
、
カ
ラ
ッ
と
炒
っ
て
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
茎

 

キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
茎
は
、

生
の
ま
ま
だ
と
堅
い
で
す
が
、
刻
ん
で
じ
っ
く

り
火
を
通
せ
ば
葉
よ
り
も
甘
く
て
お
い
し
く
な

り
ま
す
。

④
シ
イ
タ
ケ
の
軸
、
き
の
こ
の
石
づ
き

 

シ
イ
タ
ケ
の
軸
に
は
旨
み
が
詰
ま
っ
て
い

て
、
先
端
の
堅
い
部
分
だ
け
切
り
落
と
し
て
食

べ
ら
れ
ま
す
。
シ
メ
ジ
や
エ
ノ
キ
の
石
づ
き
部

分
も
、
お
が
く
ず
の
つ
い
た
部
分
以
外
は
食
べ

ら
れ
ま
す
。

食品ロス削減食品ロス削減キャンペーンキャンペーンを集めて値引きシール

と き／ 10月 30日㈪～令和６年 1月 11日㈭

対 象／市内在住の方

応募方法／

　①市内対象店舗で値引きシールの貼られた商品を購入する

　②  値引きシール 5枚を対象店舗などにある専用応募はがき

　　　（10月２７日㈮から配布します。 市ホームページからも

　　　ダウンロード可） にテープなどで貼る

　③ 必要事項を記入し、 切手を貼って郵送するか、 直接ごみ対策課また

は環境課 （西庁舎 1階）、 各支所にある応募箱へ

そ の 他／ 抽選で200名にしっぺいグッズが当たります。

対象店舗など詳しくは市ホームページをご確認ください

▲未使用 ・未開封のまま捨てられている食品

市ホームページ▶

　県内初の取り組みとして始め

た一昨年は 4,200 通、 昨年は

6,900 通以上の応募をいただき

ました。 好評につき今年で３回目

となるこのキャンペーンは、 対象

スーパーで値引きシールが貼って

ある食品を購入することで、 消費・

賞味期限切れによって廃棄される

「食品ロスの削減」 につなげること

を目的としています。 ぜひ、 市民

の皆さまのご応募をお願いします。

「野
菜
の
皮　

食
べ
る
と
意
外
と　

お
い
し
い
よ
」

（令
和
４
年
度
磐
田
市
ご
み
減
量
標
語
優
秀
作
品
）
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ページ番号

1011750

お気軽にご相談ください

い
わ
た
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

市
内
企
業
の
若
手
社
員
が
あ
な
た
の
就
活
を
応
援 経済観光課

（西庁舎１階）

0538-37-4819

0538-37-5013

☎

ＦＡＸ

市
は
、
就
職
活
動
の
不
安
や
悩
み
、
磐
田

市
で
働
く
・
暮
ら
す
魅
力
を
、
市
内
の
企
業

に
勤
務
す
る
若
手
社
員
か
ら
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
る

「
い
わ
た
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

い
わ
た
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

学
生
の
就
活
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
な
ど
の

相
談
に
応
じ
た
り
、
自
身
の
就
活
体
験
や
磐
田

で
働
く
魅
力
を
伝
え
る
な
ど
、
就
活
を
応
援
す

る
市
内
企
業
に
勤
め
る
若
手
社
員
の
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？

・
就
活
の
悩
み
を
直
接
相
談
で
き
る

・
就
活
体
験
談
が
聞
け
る

・
実
際
に
働
い
て
み
て
の
本
音
が
聞
け
る　

な
ど

問
い
合
わ
せ

磐
田
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

・
地
元
定
着
促
進

事
業
事
務
局

（
委
託
先
：
㈱
東
海
道
シ
グ
マ
浜

松
支
店)

☎
０
５
３

－

４
２
４

－

５
１
２
１

①
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を
探
そ
う

専
用
サ
イ
ト
か
ら

「
い
わ
た
就
活
サ
ポ
ー
タ

ー
」
登
録
企
業
の
情
報
を
閲
覧
し
、
サ
ポ

ー
タ
ー
情
報
を
確
認

②
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
質
問

・
就
活
中
に
や
る
べ
き
こ
と
は
？

・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
理
由
は
？

・
業
界
に
つ
い
て
知
り
た
い　

な
ど

③
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
返
事
が
届
き
ま
す

双
方
が
合
意
す
れ
ば
、
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン

上
な
ど
で
直
接
相
談
も
で
き
ま
す

※
回
答
に
数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ページ番号

1012383

▲市内で活動する介護相談員

い
わ
た
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
活
用
方
法

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
会
で
は
、
現
在
利
用

さ
れ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
を
介
護
相
談
員
が
お
聴
き
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ｉ
プ
ラ
ザ
2
階　

研
修
室

対
象

・
市
内
の
介
護
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の

ご
家
族

・
市
内
在
住
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
ま
た

は
そ
の
ご
家
族

申
込12

月
４
日
㈪
ま
で
に
、
電
子

申
請
で
高
齢
者
支
援
課
へ

介
護
相
談
員
と
は

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
高
齢
者
福
祉

に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
相
談
員

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
会

不
安
や
悩
み
を
介
護
相
談
員
が
お
聴
き
し
ま
す

☎

ＦＡＸ

高齢者支援課

（i プラザ 3 階）

0538-37-4869

0538-37-6495

介
護
相
談
員
の
役
割

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
」
と

「
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
」
の
橋
渡
し
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
適
正
化
に
貢
献
し
ま
す
。

活
動
内
容

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の
不
安
や
悩

み
な
ど
に
耳
を
傾
け
相
談
に
乗
り
ま
す

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
把
握
し
ま
す

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
意
見
交
換

を
し
ま
す

▲専用サイト

▲電子申請
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ページ番号

1006963

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

提
供
事
業
者
を
募
集

産業政策課

（西庁舎 1 階）

0538-37-4781

0538-37-5013

☎

ＦＡＸ

事
業
承
継
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

早
め
の
準
備
、
計
画
的
な
取
り
組
み
を

産業政策課

（西庁舎 1 階）

☎

ＦＡＸ

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
商
品
を
全
国
に
発
信

0538-37-4904

0538-37-5013

市
は
、
市
内
事
業
者
が
生
産
し
て
い
る
商
品

を
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
す
る
こ
と
で
、
磐

田
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
の
活
性
化
や
魅
力
発
信
、

販
路
拡
大
の
手
段
と
し
て
返
礼
品
を
登
録
し

て
い
た
だ
く
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

返
礼
品
を
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

ページ番号

1002780

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

は
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
方
法
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
後
継
者

の
育
成
も
考
え
る
と
、
事
業
承
継
の
準
備
に

は
、
5

年
〜
10
年
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
会
社
の
大
き
な
転
機
と
な
る
事
業

承
継
に
は
早
め
の
準
備
、
計
画
的
な
取
組
が

必
要
で
す
。

市
は
、
市
内
中
小
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん
に

こ
れ
か
ら
も
円
滑
に
事
業
を
運
営
し
て
い
た

だ
く
た
め

「
磐
田
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
共
に
、
経
営
資
源
の
継
続
・
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
業
承
継
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
・
ご
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
ご
相
談
の
中
で
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、
法
令
に
定
め
の
あ
る
場
合
や
ご
本

人
が
同
意
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
目
的

外
利
用
す
る
こ
と
や
第
三
者
に
提
供
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

ふ
る
さ
と
納
税
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、
寄

付
者
か
ら
の
注
文
が
入
り
ま
す
。

返
礼
品
を
登
録
す
る
に
は
、
総
務
省
の
定

め
る
地
場
産
品
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

た
め
、
事
前
に
産
業
政
策
課
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
の
流
れ
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市が出品サポートを行います

返礼品を提供するメリット

インターネット販売を独自で行えない方、

すでに販売を行っている方の

販路拡大 ・ 売り上げ増加 をサポートします！

※サイトの運営費、 送料は全て磐田市が負担します。

返礼品の登録には一切費用はかかりません！

サイト掲載料サイト掲載料

無料無料

最大７サイト掲載

送料負担送料負担

なしなし

市が負担します

自社商品を自社商品を

PRPR

発送時にチラシ

同封可

事務作業事務作業

なしなし

伝票発行 ・ 発送も

お任せ

磐田市事業承継支援ネットワーク

お悩みをお聞きし、 課題解決に向けて一緒に考え、 サポートをします

相談

サポート

●何から始めてよいか

分からない

●後継者はいないが

この技術を残したい

●従業員に継がせたい

磐田市事業承継支援

ネットワーク

事業継承に悩む

市内事業者

●磐田市

●磐田商工会議所

●磐田市商工会

●金融機関

●東海税理士会

磐田支部

13
広
報 PB

広
報2023年（令和5年）10 月号 2023年（令和5年）10月号



新
貝
土
地
区
画
整
理
区
域
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
所
が
変
わ
り
ま
す

新
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

換
地
処
分
の
公
告
が
さ
れ
ま
し
た

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1007916

65
歳
以
上
の

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

自治デザイン課

（本庁舎２階）

0538-37- ４７５１

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ

る
重
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
使
用
し

て
い
る
自
動
車
に
後
付
け
の
急
発
進
抑
制
装

置
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
在
住
し
て
い
る
令
和
５
年
度
末
日

に
お
い
て
65
歳
以
上
で
、
自
動
車
運
転
免

許
証
を
保
有
し
て
い
る
方

▼
補
助
対
象

後
付
け
急
発
進
抑
制
装
置
の
設
置
費
用

▼
補
助
金
額

限
度
額
１
万
円

（千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
1
人
1
回
(1
台
)ま
で

▼
補
助
対
象
機
器

 

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る

「
急
発

進
抑
制
装
置
」
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
機

能
を
有
す
る
も
の

①
急
発
進
抑
制
タ
イ
プ

自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
徐
行
時
に
、
ア

ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
セ
ン

サ
ー
が
異
常
を
感
知
し
、
急
加
速
を
抑
制

す
る
機
能

②
障
害
物
感
知
タ
イ
プ

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
セ
ン
サ
ー

が
感
知
し
て
い
る
状
態
で
、
ア
ク
セ
ル
を
強

く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
加
速
を
抑
制
す
る

機
能

▼
申
請
方
法

装
置
の
設
置
前
に
、
次
の
書
類
を
自
治
デ

ザ
イ
ン
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

・ 

交
付
申
請
書
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ　

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)

・ 

運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
設
置

に
係
る
見
積
書
の
写
し

※ 

運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
の
使
用
者
・

本
補
助
金
の
申
請
者
の
名
前
と
住
所
が
一

致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

急
発
進
抑
制
装
置
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

都市整備課

（西庁舎 1 階）

0538-37-4830

0538-37-8690

新
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
平
成
7
年

か
ら
J
R
御
厨
駅
を
核
と
し
た
市
内
東
部
地

域
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

10
月
13
日
に
換
地
処
分
の
公
告
が
行
わ
れ
、

10
月
14
日
か
ら
明
ヶ
島
・
新
貝
・
鎌
田
の
各

一
部
が
新
貝
一
丁
目
、
新
貝
二
丁
目
、
新
貝

三
丁
目
と
な
り
、
区
域
内
の
住
所
も
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

ページ番号

1012776

区
域
内
に
お
け
る
住
所
変
更

旧
町
名
と
新
町
名
は
次
の
通
り
で
す
。

鎌田

新貝

新貝三丁目

新貝二丁目

新貝一丁目

明ヶ島
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ページ番号

1001374

「行
政
相
談
」
を

ご
存
知
で
す
か

市民相談センター

（本庁舎１階）

0538-37-4746

0538-39-2262

☎

ＦＡＸ

11
月
と
12
月
は

滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

差
押
え
な
ど
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
ま
す

収納課

（本庁舎１階）

☎

ＦＡＸ

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
ご
意
見

・
ご
要
望
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

0538-37-4906

0538-36- ６３１０

ページ番号

1001633

市
税
を
滞
納
す
る
と

納
期
内
に
納
め
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
滞
納
を
放
置
さ
れ
て
い
る
方
や
納

付
で
き
る
の
に
納
付
し
な
い
方
に
は
、
預
金
や

給
与
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
、
差
押
え
や
捜

索
、
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
２
千
件
を
超
え
る
差
押
え

を
執
行
し
ま
し
た
。

早
め
の
納
付
相
談
を

 

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付
が
で
き

な
い
場
合
は
、
早
め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

市
税
の
納
付
は

納
め
忘
れ
が
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
納
付
書
の
裏
面
に
掲
載
し
た

金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
の
ほ
か
、
各
種
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
納
付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
中
学
生
の
税
に
関
す
る

作
品
展
示
会

11
月
11
日
㈯
〜
17
日
㈮
は
税
を
考
え

る
週
間
で
す
。
納
税
の
大
切
さ
や
税
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

市
内
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
税
に
関

す
る
作
文
、
習
字
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
1
日
㈬
〜
19
日
㈰

と
こ
ろ　

磐
田
市
情
報
館

　
　
　
　
　
　

（ら
ら
ぽ
ー
と 

磐
田
内
）

入
賞
作
品
展
示

と　

き　

12
月
13
日
㈬
〜
17
日
㈰

と
こ
ろ　

竜
洋
な
ぎ
の
木
会
館

全
作
品
展
示

「行
政
相
談
」
っ
て
何
？

行
政
相
談
は
、
国
や
独
立
行
政
法
人
、
特

殊
法
人
の
業
務
や
、
国
が
関
わ
る
都
道
府
県
・

市
区
町
村
な
ど
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
、
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
幅
広
く
受
け
付
け
、

担
当
す
る
行
政
機
関
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
、
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
制
度
・
運

営
の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
で
す
。

相
談
窓
口

○
行
政
相
談
委
員
が
開
設
し
て
い
る
行
政

相
談
所

（25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

「き
く
み
み
」

☎
0
5
7
0

－

0
9
0
1
1
0

・
手
続
き
不
要

・
相
談
費
用
無
料

・
秘
密
厳
守

行
政
相
談
委
員
っ
て
？

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
地
域
の
民
間
有
識
者
で
す
。
無
報
酬

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
役
所
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
や
、
行
政
の
制
度
・
運
営
の
改
善

に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
の
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
、
関
係
機
関
に
対
す

る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
約
5
千
人
が
活
動
し
て
お
り
、

毎
年
約
８
万
件
以
上
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

秋
山　

俊
満

（神
増
）

☎
0
9
0

－

5
6
0
1

－

1
0
1
4

小
野　

里
美

（大
泉
町
）

☎ 

35

－

0
8
7
4

鷹
野　

志
づ
江

（竜
洋
中
島
）

☎ 

66

－

3
0
8
1
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ページ番号

1007784

10
月
は

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

あ
な
た
の
ド
ナ
ー
登
録
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

〜
命
を
つ
な
ぐ
骨
髄
バ
ン
ク
〜

健康増進課

（i プラザ３階）

0538-37-2011

0538-35-4586

☎

ＦＡＸ

 

白
血
病
な
ど
の
血
液
疾
患
で
骨
髄
な
ど
の
提
供

を
待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
毎
年
約
2
0
0
0

人
い
ま
す
。
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
る
確
率
は
、
兄
弟

姉
妹
の
間
で
４
分
の
１
、
血
の
つ
な
が
っ
て
い
な

い
方
で
は
、
数
百
か
ら
数
万
人
分
の
１
で
、
実
際

に
移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
半
数
程
度
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。
移
植
を
希
望
す
る
全
て
の
患
者

さ
ん
が
機
会
を
得
る
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

 

ド
ナ
ー
登
録
の
第
一
歩
と
し
て
、
現
状
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
方

次
の
全
て
を
満
た
す
方

・
骨
髄
・
末ま

っ

梢
し
ょ
う

血
幹
細
胞
の
提
供
の
内
容
を
十

分
理
解
し
て
い
る
人

・
1８
歳
〜
54
歳
で
健
康
な
人

（
実
際
に
提
供
で

き
る
の
は
20
歳
〜
55
歳
）

・
体
重
は
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以
上

ド
ナ
ー
登
録
す
る
に
は

①
静
岡
県
西
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し

登
録

②
献
血
ル
ー
ム
や
市
内
で
の
献
血
の
際
、
採
血

し
登
録

【問
い
合
わ
せ
】

静
岡
県
西
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
3
8

－

３
７

－

2
2
５
３

日
本
骨
髄
バ
ン
ク

☎
０
３

－

５
２
８
０

－

１
７
８
９

磐
田
市
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

 

市
で
は
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
事

業
で
、
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
ド
ナ
ー
へ
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
4
月
か
ら
は

ド
ナ
ー
の
方
に
加
え
て
、
ド
ナ
ー
の
勤
務
先
の

事
業
所
に
対
し
て
も
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

ページ番号

1001866

特
定
健
診
（健
康
診
断
）

　
　
　
　
　

受
け
て
い
ま
す
か
？

年
に
一
度
、
自
分
の
身
体
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う

〜
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
〜

健康増進課

（i プラザ３階）

0538-37-2011

0538-35-4586

☎

ＦＡＸ

特
定
健
診
は
健
康
へ
の
第
一
歩

 

初
期
の
生
活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚
症
状
が

な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
病
気

が
進
行
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康

状
態
を
常
に
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

健
診
で
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判

定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
普
段
の
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
健
康
状
態
の
改
善
が
可
能
で
す
。

特
定
健
診
対
象
者

 

磐
田
市
国
保
加
入
者
で
40
歳
〜
74
歳
の
方

▲市の助成 ・

申請方法

▲日本骨髄バンク

ホームページ

40
代
・
50
代
の
方
も
受
け
ま
し
ょ
う

 

「
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
考
え
て
仕
事
や
家

事
な
ど
で
自
分
の
こ
と
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
車
の
点
検
の
よ
う
に
大
切
な
身
体
の
定

期
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
の
方
で
お
手
元
に
特
定
健
診

（
国
保
）
の

案
内
が
な
い
方
は
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
電
話
で
健
康
増
進
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

特定健診(国保）受診率

30.5％

25.3％

51.7％

44.7％

40〜59歳 60〜74歳

令和元年度 令和3年度
▲申し込み
フォーム

特定健診 （国保） の費用を

一部助成しています

自費で受診すると

11,000円以上が

受診をされていない方は

お早めにご予約ください

1,700 円で

受けられます！
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相談窓口 相談方法

児童相談所

虐待対応ダイヤル

☎ 1
い

8
ちはやく

9

365日 24時間対応

児童相談所

相談専用ダイヤル

☎0120-189-783

休日 ・夜間問わず

w365日 24時間対応

こども ・若者

相談センター

☎0538-37-2018

月～金　※祝日除く

8 ： 30～ 17 ： 15

こども

相談ダイヤル

☎0538-35-4317

月～金　※祝日除く

8 ： 30～ 17 ： 00

相談窓口 相談方法 相談時間

磐田市女性相談ダイヤル ☎0538-37-4844 月～金曜 （祝日除く）
8:30～ 17:00

磐田警察署生活安全課 ☎0538-37-0110

にこっと女性相談 　　　　　　電子申請　▶
毎月第2水曜日
（要予約 ・毎　回 3組）
9:30～ 12:30※ 1組 50分

DV 相談 ＋
プラス ☎ 0120-279-889

メール ・ チャット　▶
24時間受付 （電話 ・ メール）

12：00～ 22：00 （チャット）

DV 相談ナビ ☎♯8008　※最寄りの相談窓口へつながります

静岡県性暴力被害者支援

センター S
そ ら

ORA

☎054-255-8710
　　　　　　　チャット　▶ 24時間受付

C
キ ュ ア

ure t
タ イ ム

ime （性暴力相談） 　　　　　　　チャット　▶ 月 ・ 水 ・ 土曜日
17 ： 00～ 21 ： 00

性犯罪 ・性暴力被害者のため
のワンストップ支援センター

☎♯8891　※最寄りの相談窓口へつながります

性犯罪被害相談電話 ☎♯8103　※最寄りの相談窓口へつながります

0538-37-2018

0538-37-2812

ページ番号

1001639

Ｄ
Ｖ
の
こ
と

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

こども ・ 若者相談センター

（i プラザ 3 階）

0538-37-2018

0538-37-2812

☎

ＦＡＸ

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
ト
ッ
プ
児
童
虐
待
！
子
ど
も
の
心
と
命
を
守
ろ
う

こども ・ 若者相談センター

（i プラザ 3 階）

☎

ＦＡＸ

 

11
月
は

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防

止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で
す
。
家
庭
や

学
校
、
地
域
な
ど
の
社
会
全
般
に
わ
た
り
、
児

童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
国
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
子
ど
も
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
る
子
育
て
の
実
現
を
目
指
し
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

児
童
虐
待
は
主
に
次
の
4
種
類
で
す

身
体
的
虐
待

打
撲
、
あ
ざ
な
ど
の
外
傷
を
生
じ
る
よ
う
な

行
為
、
殴
る
、
蹴
る
、
た
た
く
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
戸
外
に
閉
め
出
す
な
ど

性
的
虐
待

子
ど
も
に
性
的
な
も
の
を
見
せ
る
、
性
器
を

触
る
、
見
せ
る
、
子
ど
も
を
性
的
な
被
写
体

に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

食
事
を
与
え
な
い
、
衣
服
や
住
居
を
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
、
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮

を
怠
る
、
登
校
さ
せ
な
い
、
家
に
閉
じ
込

め
る
な
ど

11
月
12
日
〜
25
日
は

 
 
 
 
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

Ｄ
Ｖ
と
は
？

 

Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な

関
係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら
振

る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
「
こ
れ
っ
て

Ｄ
Ｖ
？
」
「
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
こ
と
も
心
配
」
「こ
れ
か
ら
の
こ
と
も

相
談
し
た
い
」
な
ど
、
ど
ん
な
悩
み
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
前
で

Ｄ
Ｖ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
は
、
児
童
虐
待

の
心
理
的
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
Ｄ
Ｖ
に
気
づ
い
た
ら

①
被
害
を
受
け
て
い
る
人
を
責
め
た
り
、

話
を
否
定
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

②

「
あ
な
た
は
悪
く
な
い
」
と
伝
え
て
く

だ
さ
い

③
下
記
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い

ページ番号

1001638

心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
お
ど
か
し
や
脅
迫
、
無
視
、
否
定

的
な
態
度
、
子
ど
も
の
前
で
の
配
偶
者
や
家
族

に
対
す
る
暴
力
や
暴
言
な
ど

パ
パ
も
マ
マ
も
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

 

子
育
て
を
頑
張
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

支
援
を
受
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
市
で
は
、
子

育
て
の
お
悩
み
や
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。※相談者に関する秘密は守られます
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生
活
排
水
処
理
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

日
常
生
活
か
ら
、
汚
れ
た
水
が
流
れ
て
い
ま
す

☎

ＦＡＸ

ページ番号

１００１４５１

守
ろ
う
生
活
環
境

環境課

（西庁舎１階）

0538-37-2702

0538-37-5565

☎

ＦＡＸ

ポ
イ
捨
て
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
行
為
は
、
「犯
罪
」

で
す
。
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
絶
対
に

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
捨
て
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

ご
み
が
捨
て
ら
れ
や
す
い
の
は
、
次
の
場

所
で
す
。

・
雑
草
が
繁
茂
し
、
見
通
し
が
悪
い

・
柵
や
囲
い
が
な
く
侵
入
し
や
す
い

・
既
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、
草
刈
り
な

ど
を
定
期
的
に
行
い
、
ポ
イ
捨
て
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
監
視
の
強
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
取
り
組
み

市
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
悪
質
な
場
合

は
磐
田
警
察
署
と
連
携
し
て
厳
し
く
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
報
な
ど
に
よ
る
ご
み
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
と
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出

た
ご
み
を
適
切
な
焼
却
設
備
以
外
で
焼
却
す
る

こ
と
で
す
。
焼
却
行
為
で
周
辺
の
生
活
環
境
を

損
な
わ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
法
律
に
よ
り
一
部
を
除
き

「
廃
棄
物

を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
違
反
者
に
は
懲
役
も
し
く
は
罰
金
、
ま
た

は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
·
野
焼
き
の
な
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

上下水道総務課

（福田支所２階）

0538-58-3086

0538-58-3123

水
環
境
を
守
る
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
区
域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
違
い

「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は
、
ト
イ
レ
の
排
水

の
み
を
浄
化
槽
で
処
理
し
、
台
所
や
風
呂
な
ど

の
生
活
雑
排
水
は
、
未
処
理
の
ま
ま
側
溝
や
河

川
に
放
流
さ
れ
る
た
め
、
汚
れ
や
臭
い
の
発
生

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
「合
併
処
理
浄
化
槽
」は
、

排
水
全
て
を
浄
化
槽
で
処
理
し
て
か
ら
放
流
す

る
た
め
、
河
川
な
ど
の
水
質
汚お

だ

く濁
を
防
ぎ
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度

市
で
は
公
共
下
水
道
な
ど
の
整
備
予
定
の

な
い
区
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
、
設
置
に
係
る
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
制
度
の
利

用
に
は
要
件
が
あ
る
た
め
、
必
ず
工
事
の
前

に
上
下
水
道
総
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
力
を
利
用
し
汚
水

を
き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
て
放
流
し
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
浄
化
槽
法
で

義
務
付
け
ら
れ
た
保
守
点
検·
清
掃·

法
定
検

査
を
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

下
水
道
の
整
備
地
域
で
は
下
水
道
へ
の
接
続
を

下
水
道
は
河
川
の
水
質
改
善
な
ど
、
ま
ち

の
良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
速
や
か
に
接
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

▲山中に捨てられたごみ

ページ番号

1001566 ・ 1001574
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電
子
申
請
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
貸
し
出
し
申
込
を
開
始

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
救
命
処
置
の
た
め
の
医
療
機
器

で
す
。
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
ス

ポ
ー
ツ
行
事
の
際
に
無
料
で
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
貸
出
期
間
／
７
日
以
内　

▼
対
象
／
市
内
で

開
催
し
、
市
民
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
の

主
催
者　

▼
貸
出
要
件
／
医
師
な
ど
の
医
療
従

事
者
ま
た
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
救

命
講
習
の
修
了
者
な
ど
が
常

駐　

▼
申
込
／
電
子
申
請
ま

た
は
電
話
で
健
康
増
進
課
へ

問○
健
康
増
進
課
☎
37

－

2
0
1
1

　
　

　
　

　
　

℻
35

－

4
5
8
6

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
１
２
２
６

市
立
総
合
病
院　

停
電
の
お
知
ら
せ

　

市
立
総
合
病
院
で
は
、
法
律
に
基
づ
く
電

気
設
備
の
点
検
を
行
い
ま
す
。
点
検
中
は
一

部
の
照
明
が
消
え
て
い
た
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
救
急

業
務
に
も
影
響
が
出
ま
す
が
、
救
急
患
者
さ

ま
や
入
院
患
者
さ
ま
へ
の
対
応
は
、
市
消
防

本
部
や
近
隣
の
医
療
機
関
お
よ
び
磐
田
市
医

師
会
の
協
力
の
も
と
万
全
を
期
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
５
日
㈰　

午
前
8
時
〜
午
後

6
時　

※
悪
天
候
の
場
合
は
延
期
し
ま
す

問○
病
院
総
務
課
☎
38

－

5
0
0
0
㈹

　
　
　
　
　
　

℻
38

－

5
0
5
0

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
を
実
施
中
で
す

　

10
月
31
日
㈫
ま
で
、
秋
の
農
作
業
安
全
確

認
運
動
を
実
施
中
で
す
。
秋
は
農
作
物
の
収

穫
期
を
迎
え
、
農
業
機
械
を
利
用
す
る
作
業

が
多
く
な
り
ま
す
。
農
作
業
事
故
の
多
く
は

単
純
な
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
十
分
注
意
す

る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

基
本
的

な
注
意
事
項
を
確
認
し
、
事
故
の
原
因
を
一

つ
一
つ
取
り
除
き
、
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

問○
農
林
水
産
課
☎
37

－

4
8
1
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

1
1
8
4

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
(
一

財
)
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
豊
田
東
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
テ
ン
ト
、
物
置
、
折
り

た
た
み
テ
ー
ブ
ル
、
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
、

収
納
台
車
、
卓
上
丁
合
機
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を

整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
住

民
が
快
適
に
協
議
会
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問○
自
治
デ
ザ
イ
ン
課
☎
37

－

４
８
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
32

－

２
３
５
３

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
を
実
施

　

特
例
臨
時
接
種
(
無
料
)
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
令
和
６
年
３
月
31

日
で
終
了
予
定
で
す
。
X
B
B
対
応
ワ
ク
チ

ン
は
、
前
回
接
種
か
ら
３
カ
月
の
間
隔
を
空

け
て
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
す

る
方
は
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で　

▼

と
こ
ろ
／
市
内
個
別
医
療
機
関
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー
(
加
茂
１
０
２
６
)　

▼
対
象
／
初
回
接
種
を
完
了
し
て
い
る
方　

▼
申
込
／
W
e
b
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い　

▼
そ
の
他
／
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
磐
田
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０

－

１
５
６

－

７
０
９

　

℻
33

－

５
０
１
０

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
９
４
８
９

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
で
お
困
り
の
方
は
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
／
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0　

▼
期
間
／
11
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
(
土
日
・
祝
日
は

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
)　

▼
そ
の
他
／
強
化

週
間
以
外
で
も
、
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
(
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
)

問○
静
岡
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
0
5
4

－

2
5
4

－

3
5
5
5

「ま
な
ぼ
っ
と
」
で

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信

静
岡
県
が
運
営
す
る
「
ま
な
ぼ
っ
と
」
は
、
情

報
掲
載
料
無
料
(
別
途
通
信
量
が
か
か
り
ま

す
)
で
、
趣
味
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、
親
子
で

楽
し
む
た
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
や
年

代
に
応
じ
た
生
涯
学
習
に
関
す
る
講
座
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
(
営
利
、
宗
教
目
的
を
除
く
)
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。「
ま
な
ぼ
っ
と
」
を
広
報

媒
体
の
１
つ
と
し
て
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
Y
o
u

T
u
b
e
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問○
ま
な
ぼ
っ
と
事
務
局

 
☎
０
５
３
７

－

24

－

9
7
1
5

▲電子申請

お
知
ら
せ

▲ You
　　Tube
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調
停
委
員
に
よ
る
調
停
手
続
相
談
会

　

裁
判
所
の
民
事
・
家
事
調
停
委
員
(
弁
護
士

な
ど
)
が
身
の
回
り
の
諸
問
題
(
交
通
事
故
、
多

重
債
務
、
土
地
建
物
、
離
婚
、
親
子
関
係
、
遺
産

相
続
、
成
年
後
見
な
ど
)
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
訴
訟
ま
た
は
調
停

中
の
案
件
や
、
電
話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
と
き
／
11
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

▼
と
こ
ろ
／
i
プ
ラ
ザ
３
階　

▼
申

込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

問○
浜
松
簡
易
裁
判
所

　

☎
0
5
3

－

4
5
3

－

7
1
7
9

日
本
赤
十
字
社
会
費
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
日
赤
会

費
は
、
災
害
救
護
活
動
や
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
血
液
事
業
、
国
際
救
援
活
動
な
ど
の
赤
十

字
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

▼
寄
付
金
額
／
１
６
７
１
万
１
７
３
円
(
９
月

25
日
現
在
)

問○
福
祉
課
☎
37

－

4
8
1
4

　
　
　
　

℻
36

－

1
6
3
5

市
立
総
合
病
院　

職
員
募
集

▼
採
用
職
種
／
①
理
学
療
法
士　

②
臨
床
心

理
士　

③
事
務
職
員　

▼
受
験
資
格
／
①
平

成
12
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
当

該
免
許
取
得
者
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日

ま
で
に
当
該
免
許
取
得
見
込
み
者　

②
昭
和

58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
公
認

心
理
師
お
よ
び
臨
床
心
理
士
(
公
益
財
団
法
人

日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
)
の
資
格
取

得
者
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
当

該
資
格
取
得
見
込
み
者　

③
昭
和
48
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
、
短
期
大

学
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者　

▼
募
集
人
数
／
①
②
１
人　

③
３
人　

▼
募
集
期
限
／
11
月
17
日
㈮
(
必
着
)　

▼
試

験
日
／
12
月
16
日
㈯　

▼
採
用
日
／
令
和
６

年
４
月
１
日　

▼
そ
の
他
／
応
募
条
件
、
応
募

書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
病
院
総
務
課
☎
38

－

5
0
3
2

　
　
　
　
　
　

℻
38

－

5
0
5
0

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
7
7
7
4

第
19
回
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店
舗
を
募
集

　

ま
ち
ゼ
ミ
は
、
市
内
の
商
店
主
が
講
師
と
な

り
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
「
コ
ツ
」
や
「
知
識
」
を

無
料
で
市
民
に
教
え
る
ミ
ニ
講
座
で
す
。
自
分

の
お
店
の
P
R
は
も
ち
ろ
ん
、
店
主
同
士
の

「
つ
な
が
り
」
も
つ
く
れ
る
事
業
で
す
。　

▼
対
象
／
令
和
６
年
2
月
５
日
㈪
〜
3
月
24
日

㈰
の
期
間
中
に
1
回
以
上
講
座
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
業
者　

▼
参
加
費
／
１
講
座
に

つ
き
5
0
0
0
円　

▼
申
込
／
11
月
17
日
㈮

ま
で
に
、
申
込
書
(
磐
田
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

磐
田
商
工
会
議
所
(
〒
4
3
8

－

0
0
7
8　

中
泉
2
8
1

－

１
)
へ　

▼
そ
の
他
／
初
め
て

ま
ち
ゼ
ミ
へ
参
加
を
希
望
す
る
商
店
主
に
は
、

事
業
の
詳
細
と
参
加
ル
ー
ル
な
ど
を
説
明
し
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問○
磐
田
ま
ち
め
ぐ
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
(
磐
田
商
工
会
議
所
内
)

　

☎
32

－

2
2
6
1  

℻
32

－

2
2
6
4

納税通知書送付用封筒の広告主募集

▼申込／ 11 月 2 日㈭までに広告掲載申込書（市ホームページからダウンロード可）

に記入の上、必要書類を添えて、直接または郵送で市税課（〒 438-8650　国府

台 3-1　本庁舎 1 階）へ　 ▼広告主の決定／１枠当たりの最低価格を設定し見積り

合わせを行います。応募者の中から広告掲載基準に適合し、かつ最も高額の提示

をされた方が広告主となります。同額の場合は市内に事業所を有する方を優先し、

同一条件の場合は抽選とします

問○市税課☎ 37-3767　℻ 33-7715　ページ番号：1006003

　令和６年度に使用する市税の納税通知書送付用封筒の裏面に掲載する広告主を募

集します。

封筒の名称
広告の
大きさ

広告枠数
1枠あたり
最低価格

市民税・県民税特別徴収関係書類送付用封筒（小）

65㎠

２枠 13,000 円

市民税・県民税納税通知書送付用封筒 ２枠 44,000 円

固定資産税・都市計画税納税通知書送付用封筒 1 枠 65,000 円

軽自動車税 ( 種別割 ) 納税通知書送付用封筒 １枠 45,000 円

募
集
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
援
助
者

養
成
講
座
受
講
生
を
募
集

　

地
域
で
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
の
子

育
て
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
養
成
講
座
を
受
け
て
、
子
育
て
の
お
手

伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
11
月
13
日
㈪
〜
16
日
㈭　

午
前
9
時

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
急
患
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室　

▼
対
象
／
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
希
望

す
る
方　

▼
定
員
／
20
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
飲
み
物　

▼
申
込
／

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
び
の
び
へ

問○
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
び
の
び

　

☎
37

－

4
1
0
2　

℻
37

－

4
1
0
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
１
７
６
２

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

実
習
指
導
教
員
ま
た
は
看
護
教
員
を
募
集

▼
受
験
資
格
／
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
看
護
師
の
資
格
を
有
し
次
の

要
件
を
満
た
す
方　

①
実
習
指
導
教
員
：
保
健

師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
と
し
て
勤
務
し

た
経
験
が
５
年
以
上
(
４
年
制
大
学
卒
業
者
の

場
合
は
３
年
以
上
)
あ
る
方　

②
看
護
教
員
：

①
に
加
え
、
大
学
に
お
い
て
教
育
に
関
す
る

科
目
を
履
修
し
て
卒
業
し
た
方
ま
た
は
大
学

院
に
お
い
て
教
育
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し

た
方
。
あ
る
い
は
、
厚
生
労
働
省
認
定
看
護
教

員
養
成
講
習
会
を
修
了
し
た
方
、
ま
た
は
令

和
6
年
3
月
31
日
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
方　

▼
採
用
予
定
人
数
／
①
②
ど
ち
ら
か
１
人
(
成

人
·
老
年
看
護
ま
た
は
地
域
在
宅
看
護
実
務

経
験
者
)　

▼
募
集
期
限
／
11
月
20
日
㈪　

▼

そ
の
他
／
応
募
条
件
、
応
募
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問○
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

　

☎
43

－

8
1
1
1
㈹　

℻
43

－

8
1
2
2
㈹

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
住
宅
供

給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
県
内
の
公
営
住

宅
関
係
窓
口
で
配
布
し
て

い
る
「
県
営
住
宅
の
ご
案

内
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問○
静
岡
県
住
宅
供
給
公
社
西
部
支
所

☎
0
5
3

－
4
5
5

－

0
0
2
5

℻
0
5
3

－

4
5
5

－

2
3
4
4

歴
史
文
書
館
企
画
展
＆
歴
史
学
習
会

第
27
回
企
画
展
「大
地
を
潤
す
寺
谷
用
水
」

　

「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ

た
寺
谷
用
水
を
、
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、

守
り
伝
え
て
き
た
民
衆
の
知
恵
と
努
力
を
、

市
内
に
遺
さ
れ
た
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
６
日
㈪
〜
12
月
22
日
㈮　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
(
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
)
※
平
日
の
み
。
11
月
23
日
㈷
・
12
月
９

日
㈯
・
16
日
㈯
は
特
別
開
館
し
ま
す　

▼
と

こ
ろ
／
歴
史
文
書
館
展
示
室　

▼
対
象
／
小

学
生
以
上　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
そ
の
他

／
11
月
23
日
㈷
、
12
月
16
日
㈯
の
午
前
10
時

と
午
後
２
時
に
展
示
解
説
を
実
施
し
ま
す

歴
史
学
習
会
「寺
谷
用
水
と
人
神
信
仰
」

　

寺
谷
用
水
の
創
設
者
平
野
重
定
に
対
す
る

信
仰
や
、
寺
谷
用
水
の
歴
史
、
今
な
お
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
農
業
用
水
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
竜
洋
支
所
２
階
会
議
室　

▼
講
師
／
中
山
正
典
氏
(
静
岡
県
立
農
林
環
境

専
門
職
大
学
准
教
授
)　

▼
定
員
／
先
着
60
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込

／
11
月
１
日
㈬
か
ら
電
子
申

請
で
歴
史
文
書
館
へ

問○
歴
史
文
書
館
☎
66

－

９
１
１
２

　
　
　
　
　
　

℻
66

－

９
７
２
２

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
２
７
２
９

「Sス

ポ
P
O
☆
C

カ

ル
U
L　

I
W
A
T
A

（仮
称
）」
説
明
会

　

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
「
S
P
O
☆

C
U
L　

I
W
A
T
A
(
仮
称
)
」
に
関
す
る

概
要
と
ク
ラ
ブ
の
参
加
に
関
す
る
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
７
日
㈫　

午
後
６
時
30
分
〜

７
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
対
象
／
「
S
P
O
☆

C
U
L　

I
W
A
T
A
(
仮
称
)
」
に
参
加
し
、

地
域
で
中
学
生
の
活
動
を
支
え
よ
う
と
考
え

て
い
る
団
体
・
個
人　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、

直
接
会
場
へ

問○
放
課
後
活
動
課
☎
37

－

４
８
２
８

　
　
　
　
　
　
　

℻
36

－

1
5
1
7

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
２
６
５
６

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
職
相
談
面
接
会

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
っ
た
働
き
方
が
選
べ

る
会
社
と
出
会
え
る
お
仕
事
相
談
会
で
す
。
採

用
担
当
者
と
直
接
お
話
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
職
に
役
立
つ
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
子
育

て
世
代
歓
迎
求
人
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
2

時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
対
象

／
パ
ー
ト
勤
務
希
望
の
方　

▼
参
加
企
業
／
15

社
程
度　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
受
付
票
(
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
済

み
の
方
)　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場

へ　

▼
そ
の
他
／
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り
(
要
予

約
)。
詳
し
く
は
、
ワ
ー
ク

ピ
ア
磐
田
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問○
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
☎
36

－

８
３
８
１

 

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
36

－

８
３
８
３

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
2
2
6
1

▲電子申請

催
し

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ
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第
13
回
産
業
振
興
フ
ェ
ア
in
い
わ
た

　

も
の
づ
く
り
企
業
、
団
体
、
学
校
な
ど

1
８
６
社
が
一
堂
に
会
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
２
日
目
に
は
学
生
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
地
元
企
業
を
知
り
進
路
選
択
に

役
立
て
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後

5
時　

11
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時　

▼
内
容
／
①
企
業
展
示
・
技
術
交
流
・

セ
ミ
ナ
ー
(
D
X
・
G
X
)　

②
学
生
の
た
め

の
業
界
・
企
業
研
究
フ
ェ
ア
(
企
業
ブ
ー
ス
訪

問
ツ
ア
ー
)　

※
２
日
目
の
み　

③
討
論
会

「
起
業
家
が
語
る
新
事
業
創
成
と
そ
の
支
援

策
」　

④
講
演
会
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
:
エ
シ
カ
ル
消
費
」　

▼
と
こ
ろ
／
ア

ミ
ュ
ー
ズ
豊
田　

▼
入
場
料

／
無
料　

▼
申
込
／
②
へ
参

加
す
る
学
生
は
電
子
申
請
よ

り
要
事
前
申
込

問○
産
業
振
興
フ
ェ
ア
in
い
わ
た
実
行
委
員
会

　

☎
32

－

2
2
6
1　

℻
32

－

2
2
6
4

　

経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
1
1
0
3
2

第
18
回
国
分
寺
ま
つ
り
in
遠
江

　

国
指
定
特
別
史
跡
「
遠
江
国
分
寺
史
跡
公
園
」

を
会
場
に
、「
国
分
寺
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

天
平
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
約
1
3
0
0
年
の

歴
史
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
11
月
11
日
㈯　

午
前
9
時
〜
午
後

見
付
宿
歴
史
講
座

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼

内
容
／
見
付
宿
を
考
え
る
会
と
共
催
で
「
見
付

と
家
康
」
が
テ
ー
マ　

①
城
之
崎
城　

②
西
光

寺
と
家
康　

③
伝
酒
井
の
太
鼓　

▼
講
師
／
①

③
文
化
財
課
職
員　

②
下
村
恒
氏
(
東
福
山
西

光
寺
住
職
)　

▼
定
員
／
１
０
０
人
(
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
11
月
６
日
㈪
ま
で

に
電
子
申
請
ま
た
は
F
A
X

で
文
化
財
課
へ

問○
文
化
財
課
☎
32

－

９
６
９
９

　
　
　
　
　

℻
32

－

９
７
６
４

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
2
7
3
5

冬
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
フ
ェ
ア

　

県
西
部
地
域
の
企
業
約
20
社
が
出
展
し
、
採

用
情
報
や
冬
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
な

ど
を
企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
素
敵
な
特
典
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
〜
４
時
30

分　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ　

▼
対
象
／
2
0
2
４
年
３
月
以
降
卒

業
予
定
の
学
生
、
既
卒
3
年
以
内
の
方　

▼
参

加
費
／
無
料　

▼
申
込
／

11
月
17
日
㈮
午
後
3
時
ま

で
に
専
用
フ
ォ
ー
ム
で

問○
㈱
東
海
道
シ
グ
マ
浜
松
支
店

　

☎
０
５
３

－

4
2
4

－

5
1
2
1

2
時
(
雨
天
順
延
)　

▼
と
こ
ろ
／
遠
江
国
分

寺
史
跡
公
園
な
ど　

▼
内
容
／
国
分
寺
展
望

ツ
ア
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
各
種
催
し

問○
国
分
寺
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
0
9
0

－

9
0
2
1

－

1
3
2
7

　

経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

磐
田
・
袋
井
・
掛
川

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3

　

ワ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
ジ
で
世
界
の
踊
り
を
見

た
り
、
民
族
衣
装
を
着
た
り
、
楽
し
く
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時　

▼
と
こ
ろ
／
ら
ら
ぽ
ー
と

磐
田
(
高
見
丘
１
２
０
０
)　

▼
内
容
／
世
界

の
料
理
や
手
作
り
品
な
ど
を
販
売
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
こ
ど
も
絵
画
展
な
ど　

▼
参
加
費

／
入
場
無
料
(
一
部
販
売
あ
り
)　

▼
申
込
／

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

問○
(
一
社
)
磐
田
国
際
交
流
協
会
(
実
行
委
員

　

 

会
事
務
局
)
☎
・
℻
37

－

４
９
８
８

　

 

自
治
デ
ザ
イ
ン
課

　

 

☎
37

－

2
1
1
8　

℻
32

－

2
3
5
3

西
部
地
域
７
大
学
に
よ
る
共
同
授
業

「
特
別
公
開
講
座
」

▼
と
き
／
11
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
40
分　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
文
化
芸

術
大
学
(
浜
松
市
中
区
中
央
２

－

１

－

１
)　

▼
内
容
／
コ
ロ
ナ
で
変
化
を
遂
げ
た
航
空
教

育
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
か
ら
メ
タ
バ
ー
ス

ま
で
〜　

▼
講
師
／
伊
藤
貢
司
氏
(
桜
美
林
大

学　

航
空
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
群
教
授
)　

▼

聴
講
料
／
無
料　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
直
接

会
場
へ　

▼
そ
の
他
／
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問○
静
岡
文
化
芸
術
大
学　

地
域
連
携
室

　

☎
０
５
３

－

４
５
７

－

６
１
０
５

　

℻
０
５
３

－

４
５
７

－

６
１
２
３

磐
田
市
人
権
教
育
講
演
会

　

誹
謗
中
傷
の
加
害
者
や
被
害
者
を
な
く
す

た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
11
月
18
日
㈯　

午
後
2
時
〜
3
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ゆ
や

ホ
ー
ル　

▼
講
師
／
木
村
響
子
氏
(
N
P
O
法

人
リ
メ
ン
バ
ー
ハ
ナ
代
表
理
事
・
元
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
)　

▼
定
員
／
先
着
３
０
０
人　

▼
参

加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
11
月
10
日
㈮
ま
で

に
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で
福
祉
課
へ　

▼

そ
の
他
／
要
約
筆
記
、
手
話

通
訳
あ
り
。
託
児
あ
り
(
先

着
５
人　

※
要
事
前
予
約　

保
険
料
1
0
0
円
)

問○
福
祉
課
☎
37

－

4
8
1
4

 

　
　
　
　

℻
36

－

1
６
３
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
8
7
9
5

▲電子申請

▲電子申請

▲専用
　 フォーム ▲電子申請

▲ホーム
　 ページ
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か
す
り
の
着
物
で
写
真
撮
影

　

か
す
り
の
着
物
を
着
て
、
赤
レ
ン
ガ
の
門

や
塀
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ
ん

ん
か
。

▼
と
き
／
11
月
25
日
㈯　

①
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分　

②
午
前
10
時
45
分
〜
11
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
旧
赤
松
家
記
念
館　

▼
対
象
／
幼

児
〜
小
学
生　

▼
定
員
／
各
回
先
着
10
人　

▼

参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
10
月
28
日
㈯
か
ら

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
(
参
加
者
名
、

性
別
、
学
校
(
園
)
名
、
学
年
、
身
長
、
保
護
者

の
住
所
・
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
)
で
旧
赤

松
家
記
念
館
(
〒
４
３
８

－
0
0
8
6　

見
付

３
３
８
４

－

10
)
へ

問○
旧
赤
松
家
記
念
館
☎
・
℻
36

－

０
３
４
０

人
権
講
演
会

▼
と
き
／
11
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー　

▼
対
象
／
成
人　

▼
内
容
／
子
ど
も

の
人
権　

▼
講
師
／
宮
地
由
紀
子
氏
(
静
岡
産

業
大
学
准
教
授
)　

▼
定
員
／
先
着
50
人　

▼

参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
直
接
ま
た
は
電

話
で
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

問○
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
32

－

５
０
２
８　

℻
34

－

２
６
１
３

第
１
回
し
ず
お
か
口
腔
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
と
き
／
11
月
26
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
多
目

的
ホ
ー
ル　

▼
内
容
／
①
基
調
講
演
「
口
腔
と

全
身
疾
患
と
の
関
連
」　

②
教
育
講
演
１
「
乳

幼
児
の
食
育
と
口
腔
機
能
」　

③
教
育
講
演
２

「
い
つ
ま
で
も
口
か
ら
食
べ
る
た
め
に
」　

▼

講
師
／
①
上
嶋
伸
知
氏
(
名
古
屋
医
療
セ
ン

タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
)　

②
宮
坂
乙お

と
　
み美

氏
(
中

村
歯
科
キ
ッ
ズ
デ
ン
タ
ル
パ
ー
ク
)　

③
坂
井

謙
介
氏
(
坂
井
歯
科
病
院
)　

▼
定
員
／
先
着

２
０
０
人　

▼
参
加
費
／
無

料　

▼
申
込
／
11
月
17
日
㈮

ま
で
に
電
子
申
請
で
病
院
総

務
課
へ

問○
病
院
総
務
課
☎
38

－

5
0
3
2

　
　
　
　
　
　

℻
38

－

5
0
5
0

中
央
図
書
館
30
周
年
記
念

動
物
画
家
・
薮

や
ぶ
　
う
ち内

正
幸
原
画
展

▼
と
き
／
11
月
30
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈰　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
月
曜
休
館
、
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図

書
館
展
示
室　

▼
内
容
／
児
童
文
学
『
冒
険
者

た
ち

－

ガ
ン
バ
と
十
五
ひ
き
の
仲
間
』(
岩
波

書
店
)な
ど
、動
物
画
家
・
薮
内
正
幸
氏
が
描
く

原
画
作
品
約
40
点
を
展
示　

▼
参
加
費
／
無
料

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

５
２
５
４

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

５
１
５
４

第
36
回
子
ど
も
と
読
書
講
演
会

　

動
物
画
家
・
薮
内
正
幸
氏
の
息
子
で
あ
る
竜

太
氏
の
視
点
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
斎
藤
氏
の

視
点
で
、「
薮
内
正
幸
の
仕
事
」
に
せ
ま
り
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
3

　

℻
０
５
３

－

4
5
4

－

6
8
2
0

　

経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

ふ
じ
の
く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
・
登
録
相
談
会

　

県
と
市
町
が
運
営
す
る
結
婚
支
援
拠
点
「
ふ

じ
の
く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、

会
員
募
集
の
た
め
出
張
登
録
・
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
の
面
談
は
も

ち
ろ
ん
、
会
員
登
録
に
迷
っ
て
い
る
方
や
保
護

者
か
ら
の
結
婚
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
21
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
5

時　

▼
と
こ
ろ
／
i
プ
ラ
ザ
３
階
相
談
室
３　

▼
申
込
／
11
月
14
日
㈫
ま
で
に
ふ
じ
の
く
に
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で　

※

完
全
予
約
制

問○
ふ
じ
の
く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
2
0

－

0
0
5

－

3
4
2

が
ん
サ
ロ
ン

「
な
ご
み
」

▼
と
き
／
11
月
24
日
㈮　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院
周
産
期

セ
ン
タ
ー
講
堂　

▼
対
象
／
が
ん
患
者
や
家

族　

▼
内
容
／
①
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
集

い
、
語
り
合
う　

②
医
療
者
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
開
催
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
お

う
」　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

問○
市
立
総
合
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
38

－

5
2
8
6　

℻
38

－

5
0
5
0
㈹

時　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
２
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル　

▼
講
師
／
籔
内
竜
太
氏
(
薮
内
正
幸

美
術
館
館
長
)　

斎
藤
惇あ

つ
　
お夫

氏
(
児
童
文
学
者
)　

▼
参
加
方
法
／
①
来
館
受
講　

②
市
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
磐
田
T
V
」

で
視
聴
(
１
月
中
旬
配
信
)　

※
両
方
の
参
加

可　

▼
定
員
／
①
先
着
１
３
０
人　

②
先
着

１
５
０
人　

▼
申
込
／
10
月
31
日
㈫
午
前
９
時

か
ら
12
月
８
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
電
子
申
請

ま
た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
中
央
図
書
館

へ　

▼
そ
の
他
／
託
児
あ
り

(
先
着
５
人　

11
月
30
日
㈭

午
後
５
時
ま
で
に
申
込
み
)

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

5
2
5
4

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

５
１
５
４

ハ
チ
の
勉
強
会

▼
と
き
／
12
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
桶
ケ
谷
沼
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象
／
一
般
(
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
、
未
就
学
児
の
参
加
不
可
)　

▼

内
容
／
ハ
チ
の
種
類
や
ハ
チ
の
巣
の
成
り
立

ち
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
知
識
な
ど

を
学
び
ま
す
。
実
物
の
ハ
チ
や
ハ
チ
の
巣
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す　

▼
持
ち
物
／
作
業

が
で
き
る
服
装
(
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
)　

▼

定
員
／
先
着
20
人
(
保
護
者
含
む
)　

▼
参
加

費
／
無
料　

▼
申
込
／
直
接
ま
た
は
電
話
、

F
A
X
で
桶
ケ
谷
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

問○
桶
ケ
谷
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
39

－

３
０
２
２　

℻
39

－

３
０
２
3

▲電子申請

▲電子申請

▲ホーム
　 ページ
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ランドセルプレゼント会

10月29日 ㈰ 午 前10時 ～ 午 後3時、

ひと・ほんの庭 にこっとで。ランド

セルを希望される先着60人にプレ

ゼントします。入場無料　 磐田ラ

イオンズクラブ・伊藤☎32-6994

磐田市民バレーボール大会

11月5日㈰午前9時～午後3時、豊

田南小学校体育館で。対象は市内在

住、在勤の既婚女性で構成されたチ

ーム。参加費は1チーム4,000円。

持ち物は体育館シューズ、タオル、

飲み物など。申し込みは10月27日

㈮までに電話で磐田市バレーボー

ル協会婦人部・清水（☎090-

4190-2862）へ

見付の丘フェスタ２０２３

11月11日㈯午前10時～午後1時、磐

田見付分校・校庭（見付2031-2）で。

ハンドベル部演奏、本校作業班や外

部団体による販売会などを行います。

詳しくは、11月上旬の本校ホームペ

ージをご覧ください　 静岡県立袋

井特別支援学校磐田見付分校・桐島

☎39-1800

ソーイング教室 「リネンの花」 展示会

11月12日㈰午前10時～午後3時、工

房（西貝塚2087−24）で。教室受講

者の作品展示・販売　 リネンの花・

佐野☎090-2135-7946

磐田で観られた名作舞台ポスター展

11月22日㈬〜26日㈰午前9時〜午

後６時（土・日曜日は午後5時ま

で）、中央図書館東展示室で。磐田

演劇鑑賞会で上演した初期の21作

品のポスターを展示します　 磐田

演劇鑑賞会・鈴木☎090-8673−

9418

羊の会 「懐メロ歌謡コンサート」

11月25日㈯午後１時30分～、福田

中央交流センター・ホールで。昭和

の懐かしい懐メロを中心に踊りあり、

福田の雪之丞も久々に登場する楽し

いコンサートです。入場無料　 羊

の会・大橋☎090-1233−4780

精神障害のある方の家族交流会

11月30日 ㈭、1月24日 ㈬、3月28

日㈭の午後1時30分〜3時30分、i

プラザ2階ふれあい交流室Iで。参加

費は無料。申し込み不要、直接会場

へ　 にじの会・鈴木☎35−8774

磐田天理空手道場生徒募集

毎週火・水・金・土曜日、午後7時

〜8時30分（水曜日は午後5時30分

〜6時30分）、磐田第一中学校で

（水曜日は磐田市総合体育館、金曜

日は南部中学校）。申し込みなど詳

しくは、磐田天理空手道場スポーツ

少年団・鈴木（☎32−6390）へ

ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会

　

本
人
や
家
族
の
目
線
か
ら
考
え
る
ひ
き
こ

も
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
演
会
で
す
。

▼
と
き
／
12
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

(
午
後
１
時
30
分
開
場
)　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー

ク
ピ
ア
磐
田　

多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
対
象
／

ひ
き
こ
も
り
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
講
師
／

池
上
正
樹
氏
(
K
H
J
全
国
ひ
き
こ
も
り
家
族

会
連
合
会
副
理
事
長
)　

▼
定
員
／
先
着

２
０
０
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／

12
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
子
申

請
ま
た
は
F
A
X
で
こ
ど

も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

問○
こ
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
37

－

２
０
１
８　

℻
37

－

２
８
１
２

家
康
ゆ
か
り
の
地
&
寺
谷
用
水
施
設

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

　

午
前
は
一
言
坂
の
戦
跡
な
ど
家
康
ゆ
か
り

の
地
を
見
学
し
、
午
後
は
家
康
の
命
に
よ
り

整
備
さ
れ
４
０
０
年
以
上
の
時
を
経
て
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
寺
谷
用

水
及
び
関
連
施
設
見
学
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
18
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分　

▼
定
員
／
25
人
(
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加
費
／

１
５
０
０
円
(
昼
食
代
込
み
、
当
日
持
参
)　

▼
申
込
／
11
月
24
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
電

子
申
請
ま
た
は
電
話
で
歴
史

文
書
館
へ　

▼
そ
の
他
／
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問○
歴
史
文
書
館
☎
66

－

９
１
１
２

　
　
　
　
　
　

℻
66

－

９
７
２
２

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
２
７
５
４

高
校
生
向
け
市
内
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

　

就
職
先
の
新
規
開
拓
お
よ
び
研
究
の
場
と
す

る
た
め
、
会
社
の
雰
囲
気
や
実
際
に
働
く
様
子

を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
21
日
㈭　

午
後
1
時
〜
5
時　

▼
と
こ
ろ
／
①
ス
ズ
キ
㈱
磐
田
工
場　

②
浜
松

光
電
㈱　

▼
対
象
／
高
校
１
〜
２
年
生　

▼
定

員
／
20
人
程
度
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記

用
具
、
私
服
可
(
ス
ニ
ー
カ
ー
ま
た
は
革
靴
着

用
)
、
マ
ス
ク
着
用　

▼
申
込
／
11
月
15
日
㈬
ま

で
に
電
子
申
請
ま
た
は
申
込
書
(
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

経
済
観
光
課
(
〒
４
３
８

－
８
６
５
０　

国
府
台
３

－

１　

西
庁
舎
１
階
)
へ

問○
経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
７
４
８
８

▲電子申請

▲電子申請

▲電子申請

会 員 募 集

　催　し　



市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

2 日㈭
 9 日㈭
12日㈰
16日㈭
30日㈭

13:30
　〜17:00

※ 定員7組。予約制（予約受付は原則開催日の1週
間前の木曜日、１１月12日㈰は11月2日㈭、11月
30日㈭は11月24日㈮から。予約は原則電話
のみ 受付8:30〜17:15）

司法書士
相続 ・ 登記相談

県司法書士会浜松支部主催

7 日㈫
21日㈫

13:30
　〜16:30

※ 定員6組。予約制（10月25日㈬から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言 ・ 約束相談

28日㈫
13:30
　〜16:30

※ 定員6組。予約制（11月１0日㈮から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

人権身の上相談 2 日㈭
9:00
　〜12:00

行政
相談

本庁舎 13日㈪ 13:00
　〜15:00豊岡支所 27日㈪

問　消費生活センター　☎37-2113

消費生活相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112

交通事故相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

〜金曜日
★8:30
　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192 （自動音声案内）

★10:00
　〜15:00
※要予約

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口
毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15

iプラザでの相談
問　福祉課　☎37-4919

身体障害者相談会 偶数月のみ開催します

知的障害者相談会
ふれあい交流室 1

8 日㈬
19:00　

　〜21:00

精神障害者相談会
ボランティア会議室 2

9 日㈭
13:30　

　〜15:30

問　健康増進課　☎37-2013またはLINE

こころの寄り添い相談
相談室 3 ※要予約

毎月第2・4

金曜日

10:00　

　〜12:00

問　こども ・若者相談センター　☎37-2018

こども相談
☎35-4317

毎週月

～金曜日

8:30　

　〜17:00
女性相談

☎37-4844

若者相談
☎37-2752

市立総合病院での相談
問　市立総合病院　☎38-5000

よろず相談

毎週月

～金曜日

8:15　

　〜17:00

医療相談

肝疾患相談

医療福祉相談

認知症相談

各種就労支援相談

がん相談
☎38-5286（直通）

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-9617

ボランティア相談
毎週月～金曜日

★8:30〜17:15

 16:45まで受付

福祉なんでも相談

成年後見相談
☎37-2792

結婚相談
 ※最終受付は　　
    終了 15分前まで

☎37-4824

5 日㈰
11日㈯
26日㈰

9:00　

　〜11:15

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
コーナー

毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火～土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00〜21:00
【オンライン相談（要予約）】
水曜日／19:00～、20:00～

内職相談
毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

はじまり 
窓口

※要予約

☎30-6255

中小企業診断士  毎週月曜日
10:00〜／11:30〜／13:30〜
15:00〜 　

税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
7日㈫・21日㈫　18:00〜21:00

フードコンサルタント 
10日㈮・24日㈮  9:00〜12:00

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 25日㈯
9:30
　〜12:30

※定員6組。予約制（予約受付は毎月1日から）

問  ライフサポートセンターしずおか
  ☎33-3715 （転送電話対応）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:00

問  連合静岡労働相談ダイヤル
  　　0120-154-052 （電話相談のみ）

労働相談
毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:30

問  県西部健康福祉センター
  ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談

16日㈭
9:30
　〜11:30

高次脳機能障害
医療等総合相談会

偶数月のみ開催します

問  県認知症コールセンター
  　　0120-123-921 （電話相談のみ）

認知症コールセンター
毎週月・木・
土・日曜日

10:00
　〜15:00

（　　   ）専門家 
なんでも 
創業相談

偶数月のみ開催します
年金相談

磐田市役所本庁舎

年金相談
浜松市浜北区役所

7 日㈫
21日㈫

市民の相談 ・意見などの総合的な窓口として、 市民相談センター （本庁舎 1階☎0538-37-4746） をご利用ください。

★は 12:00～ 13:00を除く　※原則、 祝日は休み （結婚相談を除く）
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11月の相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報

ひきこもり、 不登校などの

お悩みをご相談ください （予約制）

▶と　き／ 11 月 28日㈫ 午前 10時～午後4時
▶ところ／磐田サポートハウス 「ほっと」

　　　　　　　（見付 2386-7）
▶対　象／外出 ・通学に踏み出せない
            中学校卒業から64歳までの
            ご本人およびその家族
▶その他／電話相談は随時受付しています

問若者相談ダイヤル☎ 37-2752

ひきこもり・不登校相談 静岡こども救急電話相談

平日 ・ 土曜 ・ 日曜 ・ 祝日

毎日 24 時間対応
固定電話 （プッシュ回線）、 携帯電話　#8000

IP電話、固定電話（ダイヤル回線）

☎ 054-247-9910 へ

磐田市急患センターへは

電話をしてから行きましょう

▶ところ／上大之郷51

【夜間 （月〜土曜日）】

▶受付時間／午後7時15分～10時00分

▶診療科目／内科 ・小児科

【昼間 （日曜 ・ 祝日のみ）】

▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　　　午後1時45分～ 4時30分

▶診療科目／内科 ・小児科 ・外科

※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎ 32-5267

夜間・休日急患診療

※相談窓口などは、 内容が変更になる

　 ことがあります。 詳しくは、 各電話

   番号へお問い合わせください
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ページ番号

月11
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

    … 【予約が必要】

● … 【ふれあい遊び】

★ … 【計測日】

◆ … 【お知らせ】

    … 【はじめのいっぽ】

    … 【保健師相談日】

予

保
は

ほ
の
ぼ
の

南
島
1
6
4

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
な
み
し
ま
内
）

☎
55

－

6
1
7
1
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
55

－

6
2
5
4

月
〜
金
曜
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時　

※
祝
日
休

●
ほ
の
ぼ
の
タ
イ
ム
／
11
時
〜
11
時
15
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
7
日
㈫
・
21
日
㈫
の
開

館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も 

／
今
月
は
開
催
し
ま
せ
ん 

／
7
日
㈫
10
時
〜
11
時

は保

エ
ン
ジ
ェ
ル

国
府
台
84

－

3

（こ
う
の
と
り
保
育
園
内
）

☎
32

－

4
7
3
2
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
33

－

0
0
2
3　

月
〜
木
曜
8
時
30
分
〜
13
時
30
分　

※
祝
日
休

●
あ
そ
ぼ
う
エ
ン
ジ
ェ
ル
／
11
時
〜
11
時
30
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
21
日
㈫
9
時
45
分
〜
10

時
45
分

◆
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
毎
週
月

曜
10
時
〜
10
時
30
分　

※
20
日
㈪
は
除
く

◆
誕
生
会
／
15
日
㈬
11
時
〜

◆
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
〜
12
時
30
分 

／
20
日
㈪
10
時
〜
11
時 

／
21
日
㈫
9
時
45
分
〜
10
時
45
分

は保

ふ
わ
っ
と

福
田
中
島
55

（福
田
こ
ど
も
園
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
58

－

1
5
6
6

月
〜
金
曜
9
時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時  

※
祝
日
休

●
ふ
わ
っ
と
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
〜
、
15
時
45
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も 

／
17
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

／
9
日
㈭
10
時
〜
11
時

保 は

こ
ど
も
の
家

岡
7
8
3

－

1

（竜
洋
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
66

－

9
0
0
0

火
〜
土
曜
9
時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時　

※
祝
日
休　

28
日
㈫
午
後
は
環
境
整
備
の
た
め
休
館

●
ひ
ま
わ
り
っ
こ
／
11
時
5
分
〜
11
時
30
分

★
乳
児
期
／
毎
週
金
曜
13
時
〜
16
時

★
幼
児
期
／
15
日
㈬
9
時
〜
11
時

◆
わ
く
わ
く
ひ
ま
わ
り
っ
こ
（
お
た
の
し
み

会
）
／
16
日
㈭
10
時
50
分
〜
11
時
30
分 

／
24
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

／
15
日
㈬
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

保 は

み
ち
る
ー
む

前
野
2
5
7
5

（龍
の
子
幼
稚
園
内
）

☎
35

－

5
1
4
4
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
35

－

5
1
4
1

月
〜
金
曜
8
時
30
分
〜
14
時
30
分　

※
祝
日
休

●
に
ぎ
に
ぎ
ぎ
ゅ
っ
と
／
11
時
10
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う　

 

／
2
日
㈭
・
16
日

㈭
10
時
〜
11
時
、
先
着
5
組　

※
詳
細
は
お

た
よ
り
で 

／
17
日
㈮
10
時
〜
11
時 

／
17
日
㈮
11
時
〜
12
時

は

予

保こ
ど
も
の
森

城
之
崎
1
丁
目
2

－

13

☎
36

－

1
3
1
1
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
36

－

1
2
6
0

月
・
火
・
木
曜
10
時
〜
15
時
30
分　

※
祝
日
休

●
も
り
も
り
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
〜
11
時
50
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
時
〜
11
時
15
分
、
13

　

時
〜
15
時

◆
離
乳
食
相
談
日
／
毎
週
月
曜
10
時
〜
11
時

（
27
日
㈪
は
10
時
〜
11
時
、
13
時
〜
14
時
）

◆
栄
養
相
談
日
／
9
日
㈭
10
時
〜
11
時
、
13
時

〜
14
時 

／
14
日
㈫
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

／
14
日
㈫
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

は保

ぽ
っ
け

富
丘
1
6
2

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
み
が
お
か
内
）

☎
35

－

2
5
4
6
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
35

－

2
5
4
7

月
〜
金
曜
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時　

※
祝
日
休

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
2
日
㈭
・
16
日
㈭
14
時

〜
15
時
30
分

◆
は
じ
め
て
マ
マ
さ
ん　

 
／
22
日
㈬

　

／
17
日
㈮
14
時
〜
15
時

　

／
2
日
㈭
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

は保

予

●
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
／
11
時
〜
、
15
時
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も

◆
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
「
冬
の
感
染
症
」 

　

 

／
6
日
㈪
10
時
〜
10
時
50
分
、
先
着
10
組

◆
親
子
運
動
遊
び
「
お
父
さ
ん
ご
一
緒
に
」 

　

 

／
11
日
㈯
10
時
〜
10
時
30
分
、
先
着
15
組 

／
24
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

／
24
日
㈮
14
時
30
分
〜

の
び
の
び

上
大
之
郷
51

（急
患
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
37

－

4
1
0
2
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
37

－

４
１
０
３

毎
日
9
時
30
分
〜
17
時
30
分　

※
木
曜
休

予
保 は

に
っ
こ
に
こ

国
府
台
57

－

7

（i
プ
ラ
ザ
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
31

－

0
1
1
5

月
〜
金
曜
9
時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時　

※
祝
日
休　

●
に
っ
こ
に
こ 

ぽ
ん
／
11
時
30
分
〜
、
15
時

45
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
9
時
〜
11
時
45
分
、
13

時
〜
15
時
30
分

◆
東
の
県
内
出
身
マ
マ
あ
つ
ま
れ
〜　

／
22
日

㈬
9
時
15
分
〜
、
先
着
８
組　

※
１
カ
月
前

か
ら
予
約
開
始 

／
17
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

／
17
日
㈮
14
時
30
分
〜
15
時
30
分　

※
受
付

は
15
時
20
分
ま
で

保 は

予

た
っ
ち

新
貝
1
9
2
6

－

1

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
30

－

6
1
1
0

火
〜
土
曜
9
時
〜
16
時　

※
祝
日
休　

●
た
っ
ち
へ
ゴ
ー
／
11
時
〜
、
15
時
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も

◆
出
張
ま
ち
の
保
健
室
「
便
秘
予
防
講
座
」　 

／
7

日
㈫
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
、
先
着
10
組

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
ぴ
っ
た
ん
こ　

 
／
14
日
㈫

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
、
先
着
6
組 

／
17
日
㈮
13
時
30
分
〜 

／
17
日
㈮
14
時
30
分
〜

予

保 は

予

あ
い
あ
い

壱
貫
地
76

－

5

（豊
岡
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
3
9

－

63

－

0
0
4
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
5
3
9

－

63

－

0
0
7
7

火
〜
土
曜
9
時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時　

※
祝
日
休　

●
お
い
で
お
い
で　

ば
ぁ
っ
！
／
11
時
20
分

〜
11
時
40
分

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も

◆
赤
ち
ゃ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い　

／
22
日
㈬
14
時

〜
15
時
、
先
着
10
組

◆
出
張
ま
ち
の
保
健
室
「
乳
が
ん
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
・
乳
が
ん
モ
デ
ル
体
験
」　

 

／
15

日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
先
着
10
組 

／
10
日
㈮
14
時
30
分
〜
15
時
30
分 

／
10
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

保 は

予

予

予

※「はじめのいっぽ」

開催中は貸し切りのため

予約の方のみの利用と

なります



27
広
報 26

広
報2023年（令和5年）10 月号 2023年（令和5年）10月号

㉄中央図書館  ☎32-5254

であいのひろば
（子育て支援総合センターのびのび内）

☎37-4102  ＦＡＸ37-4103

10:00～11:30

●	 7日㈫	 富岡交流センター
●	16日㈭	 南交流センター
　　　　　(体育館)
●	22日㈬	 大藤交流センター
●	28日㈫	 中泉交流センター
　　　　　（体育館）

予

竜洋昆虫自然観察公園

大中瀬 320-1

☎ 66-9900 ／ FAX 66-9901

9:00 ～ 17:00　※木曜休

【12 月の催し（予定）】
●むしむしクイズ大会　 /3 日㈰ 10:30 ～

11:30
●昆虫ふれあい体験　 /10 日㈰ 10:30 〜 11:30

●カブトムシ幼虫を探そう　 /17 日㈰ 10:30 ～

11:30

●みんなの昆虫学校　 /24 日㈰ 10:30 〜 11:30

予
予

 動物の母親が子どもと移動するときの姿に注目した絵本です。

なじみある動物が数多く登場し、子どもを守り育てる頼もしいお

かあさんの姿、親子の愛情と信頼が描かれています。親子でふれ

あいながらゆったりと読むのがおすすめです。絵本の親子をまね

てだっこやおんぶをして遊んでみたり、動物園へ見に行ってみた

りするのもいいですね。１歳半くらいから楽しめます。

　文章は元動物園飼育員の小森厚さん、絵は動物画家として数多

くの絵本や図鑑などを手掛けた薮
やぶ

内
うち

正
まさ

幸
ゆき

さんです。薮内さんの作

品は一切の妥協がありません。写真以上に動物の特徴・習性がリ

アルに表現され、ぬくもりまで伝わってきます。

　中央図書館では、薮内さんの原画展を開催します。原画の魅力

をぜひ、ご堪能ください。また、合わせて講演会へのお申し込み

もお待ちしています。詳しくは 23 ページ（情報 BOX）をご確認

ください。

多文化交流センター こんにちは

東新町 1 丁目 1-8

☎ ・ FAX 35-2512

月～金曜 10:00 ～ 12:00　※祝日休

予約は、 電話 ・ 来館にて受け付けます。

【催し】
●はじめてのえいご　 /8 日㈬・10 日㈮・15

日㈬・17 日㈮・24 日㈮・29 日㈬ 10:30 〜、
歌や遊びを通して親子で楽しみながら英語
に親しむ、各先着 7組

●親子でリズムあそび   /14 日㈫ 10:30 〜、

親子で体を動かしながらスキンシップを楽
しむ、先着 5組

●手作り楽器で遊ぼう   /7 日㈫・28 日㈫

10:30 〜、でんでん太鼓とマラカスを手作り
して楽しく遊ぶ、各先着 5組　　

予

予

予

『どうぶつのおかあさん』

小森厚／文

薮内正幸／絵

福音館書店

ぬくもり、本物を感じられるミニ図鑑

ひと・ほんの庭　にこっと

上新屋 304

☎ 36-1711 ／ FAX36-1713

9:30 ～ 18:00

※月曜 ・ 22 日㈬ ・ 28 日㈫は休館

【お知らせ】
●臨時休館 (改修工事のため )/28 日㈫　　　　

●ブックスタート　 /2 日㈭・9日㈭・　

　18 日㈯、生後 4カ月 (参加目安 )の市

　内の親子対象 (引換券持参 )

●パパとおはなし会 /4 日㈯ 10:30 〜

●本とホンモノ昆虫教室　 /4 日㈯

14:00 〜

●にこっと女性相談　 /8 日㈬ 9:30 〜、

定員 3組

●ちいさなおなべのおはなし会 (ストー

リーテリング )/8 日㈬ 15:00 〜

●心理士にこっと相談＆ミニ講座   /10

日㈮ (相談 )9:30 〜、定員 2組、(講

座 )10:30 〜、「子どものクセと『危な

い！』への対処法」、定員 9組

●栄養士個別相談　 /11 日㈯ 9:30 〜、

定員 5組

●プレママおはなし会 /12 日㈰ 10:30 〜

●とことこわらべうたの会 /24 日㈮

10:30 〜

●「て」で「はなそう」手話講座 /25 日

㈯ 10:30 〜

●外国語おはなし会　 /26 日㈰ 10:30 〜

予

予

予

予

予

移動子育て支援センター

「はぐはぐ」
☎37-2012（こども未来課）

岩田交流センター

	2日㈭・16日㈭	10:00 ～ 15:00

大藤交流センター

	9日㈭	　　　　	9:00 ～ 14:00

			9日㈭	　　　	9:00 ～ 10:00

向笠交流センター

10日㈮・24日㈮	10:00 ～ 15:00

保

【毎週の催し】
●「にこっと」のおはなし会 / 毎週水曜

10:30 からは 0～ 2歳向け、毎週日曜

15:00 からは 3～ 5歳向け

●にこっとハローワーク / 毎週水・金曜

13:30 ～ 16:00

●天体観測　 / 毎週土曜 18:30 〜（曇天・

　雨天の場合は中止）

予

予

予



「が
ん
」
の
つ
ら
い
症
状
を
和
ら
げ
る

放
射
線
治
療

市立総合病院からの

お知らせ

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
一
生
の
う
ち

に
何
ら
か
の
「
が
ん
」
に
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
「
が
ん
」
は
誰
に
と
っ
て

も
身
近
な
病
気
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

放
射
線
治
療
は
、「
が
ん
」
を
治
す
た

め
の
治
療
法
で
す
が
、
同
時
に
「
が
ん
」

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
つ
ら
い
症
状

を
和
ら
げ
る
目
的
で
も
良
く
行
わ
れ
ま
す
。

最
も
代
表
的
な
の
は
骨こ

つ

転て
ん

移い

の
痛
み
に
対

す
る
治
療
で
す
。
「
が
ん
」
が
骨
に
転
移

す
る
と
、
し
ば
し
ば
ひ
ど
い
痛
み
に
悩
ま

さ
れ
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
こ
の
痛
み
に

有
効
で
、
６
〜
９
割
の
方
で
痛
み
を
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

血け
っ
た
ん痰

や
下
血
な
ど
の
出
血
も
「
が
ん
」

に
よ
る
困
っ
た
症
状
の
一
つ
で
す
。
出
血

の
も
と
に
な
っ
て
い
る
「
が
ん
」
に
放
射

線
を
当
て
る
と
、
高
い
確
率
で
出
血
を
止

め
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
今
起
き
て
い
る
症
状
だ
け
で
な
く
、

い
っ
た
ん
起
き
る
と
生
活
に
大
き
く
影
響

し
て
し
ま
う
よ
う
な
症
状
を
予
防
す
る
目

的
で
も
放
射
線
が
使
わ
れ
ま
す
。
「
が
ん
」

に
よ
っ
て
も
ろ
く
な
っ
た
骨
が
折
れ
た
り
、

大
事
な
神
経
を
傷
め
て
麻ま

ひ痺
を
起
こ
し
た

り
す
る
と
、
食
事
や
ト
イ
レ
に
も
不
自
由

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
放
射
線

治
療
で
こ
う
い
っ
た
状
況
を
避
け
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
症
状
は
起
き
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
効

果
が
か
な
り
低
下
し
ま
す
の
で
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
治
療
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
す
。
症
状
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、

す
ぐ
に
主
治
医
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

症
状
を
和
ら
げ
る
目
的
の
放
射
線
治
療

は
、
普
段
通
り
の
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
の
治
療
で
す
。
副
作
用
を
な
る
べ
く
起

こ
さ
な
い
こ
と
や
少
な
い
回
数
で
通
院
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
を
重
視
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
治
療
科
部
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
長

大お

お

し

ま嶋　

佐さ

知ち

子こ

心
身
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
求
め
て

静
岡
産
業
大
学

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
長

髙た

か

は

し橋　

和か

ず

子こ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
が
心
身
に
与
え
た

影
響
は
、
特
に
若
年
層
や
高
齢
者
に
は
著

し
い
も
の
で
し
た
。
疲ひ

弊へ
い

感
や
睡
眠
障
害
、

運
動
の
減
少
に
よ
る
体
力
低
下
、
食
生
活

の
悪
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な

ど
で
す
。
そ
ん
な
中
、
運
動
習
慣
が
身
に

つ
い
て
い
る
方
々
は
、
体
力
を
維
持
し

快
復
す
る
術
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
や
ら

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
「
か
ら
だ

の
主
人
公
」
と
し
て
、
運
動
を
楽
し
ん
で

い
る
方
々
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け
が

５
類
に
移
行
し
た
今
こ
そ
、
免
疫
力
を
高

め
る
運
動
や
食
生
活
、
他
者
と
の
交
流
を

大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

西
部
地
区
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
々
に
お

話
を
伺
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
頃
、
皆
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
唱
え
ま
す
。
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
(
we

ll

-be
in

g

)
と
は
、

肉
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
満
た
さ
れ

て
、
そ
れ
を
持
続
し
て
い
る
状
態
を
指
し

ま
す
。
企
業
の
在
り
方
や
個
人
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
見
直
さ
れ
る
中
、

働
く
一
人
一
人
の
心
身
の
良
い
状
態
が
創

造
性
や
自
主
性
を
発
揮
で
き
る
源
に
な
り
、

そ
れ
が
会
社
経
営
に
も
反
映
す
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

静
岡
産
業
大
学
(
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス
)

で
も
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
通
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
新
企
画
と
し
て
、

10
月
か
ら
「
ヨ
ガ
教
室
」、
11
月
26
日

に
「
シ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
3 

in 

い
わ
た
」、
12
月
9
日
に

「
静
岡
産
業
大
学
ダ
ン
ス
の
夕
べ
」

を
磐
田
市
民
文
化
会
館

「
か
た
り
あ
」
で
無
料

開
催
し
ま
す
。
そ
の
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

̏日常に学びをプラス̋

しゅうぷらすがく

PB
広
報 28

広
報2023年（令和5年）10 月号 2023年（令和5年）10月号



　

 市では、 静岡ブルーレヴズとともにラグ

ビーを通したスポーツの振興や普及を目指

す活動を園や学校を中心に行っています。

　9 月１５日㈮に豊田南小学校へ静岡ブルー

レヴズの郭
かく

玟
ぶん

慶
けい

選手、 畠
はた

澤
ざわ

諭
さとし

選手の２選手

と育成普及担当スタッフの小池善行さん、

加藤圭太さんが訪問しました。

　当日は３年生がラグビーボールに触れた

り、 タックルやリフトを体験したりと、 選手

の迫力に目を丸くしながら、 ラグビーを楽し

みました。 暑い中での開催となりましたが、

子どもたちは選手たちと交流を図り、 笑顔

あふれる楽しく貴重な時間を過ごしました。

　今後も静岡ブルーレヴズと連携し、 市内の

園や学校でスポーツ振興や普及活動を実施

していきます。

静岡ブルーレヴズ　ラグビー体験＆ラグビー講座

　

「
所
有
者
不
明
土
地
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
所

有
者
不
明
土
地
と
は
、
不
動
産
登
記

簿
を
確
認
し
て
も
所
有
者
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
土
地
や
、
所
有
者

が
分
か
っ
て
い
て
も
そ
の
所
在
が
不

明
で
連
絡
が
つ
か
な
い
土
地
の
こ
と

で
、
日
本
全
体
で
は
九
州
本
島
を
上

回
る
面
積
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
隣
の
土
地
の
所
有
者
が
分
か
ら

な
い
こ
と
で
民
間
取
引
や
土
地
利
活

用
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
り
、
管
理

さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
環
境
に
悪
影

響
が
出
た
り
、
さ
ら
に
は
公
共
事
業

を
進
め
た
い
と
き
に
円
滑
に
進
ま
な

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻

化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
で
き
る
だ
け
市
内
の

土
地
が
所
有
者
不
明
土
地
と
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
家
族
間
で
の
相
続
が

問
題
に
な
る
前
に
予
防
が
で
き
る
よ

う
、
県
司
法
書
士
会
や
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
と
連
携
協
定
を
結
び
、
公

民
連
携
に
よ
り
こ
の
問
題
を
解
決
し

て
い
く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

加
え
て
、
法
改
正
に
よ
り
不
動
産
登

記
制
度
が
見
直
さ
れ
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
は
相
続
登
記
の
申
請
も
義
務

化
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
続
相
談
な
ど

に
も
一
層
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

土
地
の
価
値
は
、
持
っ
て
い
る
場

所
や
環
境
、
ま
た
世
代
に
よ
っ
て
も

資
産
と
み
る
か
、
負
債
と
み
る
か
、

評
価
や
考
え
方
が
分
か
れ
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
近
隣
住
民
同
士
や
家

族
間
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す

い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
が
で
き

る
お
元
気
な
う
ち
に
関
係
機
関
に
ご

相
談
い
た
だ
き
、
問
題
が
起
こ
る
前

に
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第２９回

市
長
　
草
地
博
昭

「

」

所
有
者
不
明
土
地
問
題
へ
の
対
応
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9/9 ㈯大宮戦に水谷隼さん来場！

11 月 ・ 12 月のプレシーズンマッチ

10・11 月のホームゲーム

　9 月 9 日㈯開催の大宮アルディージャ戦に、静岡いわた

ＰＲ大使の元プロ卓球選手・水谷隼さんがご来場されました。

磐田市の草地博昭市長とのプレミアムトークショーではジュ

ビロへの熱い思いを語り、試合開始直前のキックインセレモ

ニーにもご参加くださいました。そして、試合結果は 3 対

2 で劇的逆転勝利！水谷さんは最後まで熱い声援を送ってく

れました。

　 2024 シーズンを J1 の舞台で戦えるよう、最後まで温か

いご声援をよろしくお願いします！

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場
40 10/28 ㈯ 14:00 東京ヴェルディ

ヤマハスタジアム
41 11/ 4 ㈯ 14:00 水戸ホーリーホック

　 2023-24 シーズン開幕前の強化試合は無料でご観戦いた

だけます！ヤマハ大久保グラウンドでは 2 試合開催予定で

す。リーグ戦への勢いをつけるべく、ぜひ生のラグ

ビーを見に来てください！          詳細はこちら▶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

NTT ジャパンラグビーリーグワン
2023-24 日程決定！

　 9 月 19 日㈫毎年恒例の選手会による磐田市小学校訪問が

スタート ! 元気いっぱいな児童の皆さんと一緒にリフティン

グや PK 対決、質問コーナーなどのレクリエーションを通じ

て、充実した時間を過ごすことができました。

　12 月 9 日㈯より、NTT ジャパンラグビーリーグワン

2023-24 シーズンがスタートします。開幕戦はビジター

ゲーム（味の素スタジアム）で、日本代表のリーチマイケル

選手も所属する「東芝ブレイブルーパス東京」と対戦、そし

てホストゲーム開幕戦は、12 月 17 日㈰ヤマハスタジアムで、

日本代表の山中亮平選手も所属する「コベルコ神戸スティー

ラーズ」を迎えます。日本一を目指して全力で戦いますので、

熱いご声援をよろしくお願いします！

　チケット一般販売は 10 月 30 日㈪からを予定！ホスト開

幕戦は子どもから大人まで楽しめるイベントをたっぷりご用

意しております。詳しくは静岡ブルーレヴズ公式ウェブサイ

トをご確認ください。                      

ジュビロ磐田選手会が小学校を訪問！

ⒸJUBILO IWATA

 詳細はこちら▶

ⒸJUBILO IWATA

▲岩田小学校 /前列：大森晃太郎選手 (MF/8)　後列：古川陽介選手 (MF/31)



開催予定のイベントは変更・中止になる場合があります。 最新の開催情報については各主催者へお問い合わせください。

102023

城
之
崎
城
は
徳
川
家
康
が
遠
江
に

お
い
て
、
初
め
て
築
城
を
計
画
し
、

建
設
を
命
じ
た
お
城
で
す
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
重

な
り
城
之
崎
城
の
建
設
を
中
止
し
、

浜
松
に
お
城
を
築
き
ま
し
た
。

家
康
が
夢
見
た
〝
幻
の
城
〟
城
之

崎
城
。
そ
の
中
心
が
、
現
在
の
磐
田

城
山
球
場
で
す
。
ス
タ
ン
ド
や
そ
の

周
辺
に
は

「
土ど

る

い塁
」
や

「
堀
」
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
わ
た
城
之
崎
城
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

「
家
康
が
夢
見
た
〝
幻
の
城
〟
で
想

い
を
馳は

せ
る
」
と
題
し
、
戦
国
武
将

に
仮
装
し
た
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
家
康
や

し
っ
ぺ
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
づ
く

り
体
験
や
城
之
崎
城
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
展
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
特
設
会

場
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
グ
ル
メ
や
お
買
い

物
も
楽
し
め
ま
す
。
他
に
も
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

今
年
限
り
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

４コマ過去作品公開中！シ

ーズン９ 「＃３家康まぼろし

の城之崎城」 も見てね！⇒

ジュビロ磐田
メモリアルマラソン
多くのランナーたちが市内を駆

け巡る大人気イベント！沿道で

応援も楽しめるよ♪ヤマハスタ

ジアム前のジュビロ広場では楽し

いイベントやおいしいお店が大集

合！みんな遊びに来てね。

時

問

第26回

ホームページ▶

11 月 19日㊐
午前９時１５分から順次スタート

ジュビロ磐田メモリアル

マラソン実行委員会

☎0538- ３３-3443

と　き 

今
年
限
り
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

今
年
限
り
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

いい
わ
た
わ
た
城城きき

之之のの

崎崎
さ

き

さ

き

城城
じ
ょ
う

じ
ょ
う

フ
ェ
ス
タ

フ
ェ
ス
タ

※お車でご来場の方へ

問経済観光課　☎0538-37-4819

城山球場の駐車場には限りがありますので、

特設駐車場をご利用ください。

特設駐車場から会場までの往復無料シャトル

バス (30～ 40分間隔） を運行します。

　　特設駐車場のご案内

①見付駐車場 （見付2343-2 ・ 磐田北小学校西側）

②市民文化会館跡地 （二之宮東3-2）

③総合健康福祉会館 ｢i プラザ ｣東側 （国府台57-7）

イベントの詳細やアクセス

案内はこちらから　　　▶▶

しっぺいや
出世大名

家康くん、
きくのん

も遊びに来
るよ♪

©菊川市©浜松市

楽しいイベ
ント

盛りだくさ
ん♪

家康ゆかり
の地紹介コ

ー

ナーや eス
ポーツの体

験

コーナーも
あるよ♪

11月   1 8   日㊏ ※小雨決行

午前10時から午後3時まで

ところ 磐田城山球場（見付190）

P
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

アミューズ豊田でラグビーワールドカップ 2023、

日本対チリ戦のパブリックビューイングが開催され、

約 150人が試合を見守りました。

試合を観戦したラグビーファンの田端蓮司くんは、

「セミシ ・マシレワ選手が好きなので、 トライを決めて

キメポーズを見せて欲しいです」 と話してくれました。

試合は、 チリに先制トライを許しましたが、 日本が

見事勝利し、 会場は大歓声で盛り上がりました。

日本が勝利し、 喜ぶ参加者たち

ラグビー W 杯　勝利の歓喜9/10

４年ぶりに本格実施される国指定重要無形民俗文

化財 「見付天神裸祭」 の開催を前に、 城山中学校１

年生約240人が、 すがりの藁
わら

作りを体験しました。

腰みのを小さくした 「すがりの藁」 は、 玄関先な

どにつるす縁起物。 生徒たちは、 保存会の皆さんに

教わりながら、 足先で縄を押さえ１本ずつワラを丁

寧に編み込み、 小さな腰みのを作った後、 くるくる

と巻いて、 すがりの藁を完成させました。

すがりの藁作りを体験する生徒

腰みのを模した縁起物づくり9/14

地元の磐田ポッカ食品㈱の社員の皆さんが豊田

北部小学校を訪れ、 ３年生７９人に製造している粉

末スープの実験や作業着の試着体験を行う 「出張

工場見学」 が開催されました。

児童たちは、 お湯に溶けやすくなる造
ぞう

粒
りゅう

技術が

使われたスープ粉末が、 未使用のものに比べて固ま

りにくく、 溶けやすいことを体験しました。 また作

業着などを試着し、衛生管理の大切さも学びました。

スープの溶けやすさを体験する児童たち

スープの秘密を楽しく学習9/4

9/5　 気持ちを一つに奏でたハーモニー

8 月 27 日㈰に開催された第 78 回東海吹奏楽

コンクールで、 最上位の金賞 （朝日新聞社賞） を受

賞した磐田第一中学校吹奏楽部の 3 年生が山本教

育長を表敬訪問しました。

部長の引馬咲和さんは 「プレッシャーもありまし

たが、仲間と掲げた東海1位という目標に向かって、

みんなの気持ちを一つにして自分たちの音楽を奏で

ることができました」 と話してくれました。

笑顔を見せる磐田第一中学校吹奏楽部の 3年生たち
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

9 月 15 日㈮に満 108 歳を迎えられた鈴木ゑい

さんの茶寿をお祝いしました。

栗田健康福祉部長から寿
じゅ

詞
し

や花束などのお祝い

を受け取った鈴木さんは 「この年でお祝いをもらう

なんて思いませんでした。 今の楽しみは食べること

で、 それが健康の秘訣です」 と話しました。

磐田市内には 100 歳以上の方が 118 人おり、

最高齢は男女とも 109歳です。 ※８月末時点

花束を受け取る鈴木ゑいさん

満１０８歳　茶寿をお祝い9/15

かすりの着物を着て、 授業体験をする小学生たち

　
昔の授業を体験しよう9/17

旧見付学校で｢むかしの授業体験｣が行われました。

参加した小学生たちは、 かすりの着物を着て明治

時代の子どもがノートと鉛筆の代わりに使っていた

石板と石筆で文字を書いたり、 明治時代の教科書

を読んだりしました。

また、 当時行われていた球
きゅう

竿
かん

体操 （球のついた

棒を使った体操） を体験し、 子どもたちは明治時代

にタイムスリップした気分で授業を楽しみました。

明ケ島地内の田んぼで、 田原小学校 5 年生約

40人が稲刈りと脱穀を体験しました。

田原みどりの会の方から鎌の持ち方などを学んだ

児童は、 実際に田んぼに入り、 鎌を使って一生懸命

に稲を刈り取りました。

脱穀機はレバーを足で踏んで動かすもので、 児童

たちはリズミカルに足を動かしましたが、 稲を差し

込む作業に苦戦していました。

秋の風物詩、 稲刈りを体験9/19      

嬉しそうに収穫した稲を見せる児童たち

30 歳代のつながりづくり9/24

ヨガを楽しむ参加者たち

30 歳代のつながりづくりイベント 「30s 祭 ( さ

んじゅっさい )」 が市民文化会館 「かたりあ」 で開

催され、 市内在住者など21人が参加しました。

キックボクシングやヨガなど 6 テーマを設け、 そ

れぞれ市内にゆかりのある講師が進行役を務めまし

た。 ヨガテーマの交流では、 体を伸ばして身体全体

をほぐし、 休憩時は自己紹介などをして参加者同士

でコミュニケーションを深めました。
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新しい磐田市 PR動画で深川麻衣さんの

撮影が行われた場所は？

① かたりあ

② ヤマハスタジアム

③ 今之浦公園

今月のプレゼント
A　【ゴダイゴ LIVE! ２０２３】 コンサートチケット 

（磐田市民文化会館 「かたりあ」 

１２月２３日㈯午後４時開演）  …３組６名様

B　映画 『人生に詰んだ元アイドルは、 赤の他人のおっさんと住む選択をした』 

非売品パンフレット  …2名様

C　図書カード 1,000円分  …10名様

８月号の結果

答えは『①10人目』でした。

（応募総数２８８通）

当選発表は賞品の発送をもって代えさせ

ていただきます。

【応募方法】 正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。

１１月１４日㈫までに、 はがき （当日消印有効）、 ＦＡＸまたは電子申請

で、 クイズの答え、 希望するプレゼント、 住所、 氏名、 年齢、 電話番

号、 広報いわたへのご意見を記入し、 広報広聴 ・シティプロモーション

課 （〒438－8650　国府台3－1　FAX32－3946 ） へ ▲電子申請

二
之
宮
こ
ど
も
園
給
食
メ
ニ
ュ
ー

二
之
宮
こ
ど
も
園
給
食
メ
ニ
ュ
ー

タ
レ
に
漬
け
て
焼
く
だ
け
の
簡
単
な

一
品
で
す
。

■作り方

①鶏もも肉を 4等分する。

②たまねぎを薄くスライスする。

③Ａに①と②を入れ、 もみ込み、

30分ほど漬け置く。

④油をひいたフライパンで両面

を焼く。

1人分当たり 【エネルギー 103kcal】  
たんぱく質　14.5g　脂質　5g　カルシウム　9㎎　鉄　0.5 ㎎　食塩相当量　0.6g

鶏
肉
の

鶏
肉
の

　

マ
ス
タ
ー
ド
焼
き

　

マ
ス
タ
ー
ド
焼
き

〜
人
気
献
立

〜
人
気
献
立
メ
ニ
ュ
ー
〜

メ
ニ
ュ
ー
〜

■材料（子ども4人分）

鶏もも肉 ·············1 枚 (300g)

たまねぎ ·············50g(1/4 個 )

塩 ····················1g

粒マスタード ·········6g( 小さじ 1)

ウスターソース ······6g( 小さじ 1)

油 ····················適量

粒
マ
ス
タ
ー
ド
を
使
っ
て
い
る
の
で
辛
み
が
少
な
く
、
程

よ
い
酸
味
で
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、
子
ど
も
で
も
食
べ

ら
れ
ま
す
。
い
つ
も
と
一
味
違
う
鶏
肉
料
理
は
い
か
が

で
す
か
？

調味料と鶏もも肉、 たまねぎを

もみ込むことで、 しっかり味が付

いておいしくなります

給食大好き！二之宮こども園給食大好き！二之宮こども園

Ａ

おいしさアップの
ポイント！

新しい市PR動画｢『い

いわたし』が見つかる

街 磐田市｣が公開さ

れました！深川さんの

撮影はヤマハスタジア

ムで行われましたが、

真夏の撮影だったた

め、芝生の上はサウナ

状態！そんな状況で

も、笑顔で撮影に対応

してくださり、その笑

顔に思わずドキドキし

てしまいました...け

PB
広
報 34

広
報2023年（令和5年）10 月号 2023年（令和5年）10月号


